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(57)【要約】
【課題】ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコ
ンテクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポ
ートする移動通信システムにおいて、基地局がコンテク
スト情報を再利用する機能を保持するか否かをユーザ装
置により判定することを可能とする。
【解決手段】前記ユーザ装置において、前記基地局から
、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを
示す指示情報を受信する受信手段と、前記受信手段によ
り受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテ
クスト保持機能を有するか否かを判定する判定手段と、
前記判定手段により、前記基地局がコンテクスト保持機
能を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユー
ザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコ
ンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記基地局に
送信する送信手段とを備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を
受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機
能を有するか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場合に
、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクス
ト保持情報を含むメッセージを、前記基地局に送信する送信手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置。
【請求項２】
　前記受信手段は、報知情報又はランダムアクセスレスポンスに含まれる前記指示情報を
受信する
　ことを特徴とする請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、コンテクスト情報を保持する状態として接続保留状態を有する方式に
おける再開ＩＤを前記コンテクスト保持情報として使用し、当該再開ＩＤを含む接続再開
要求メッセージを前記メッセージとして前記基地局に送信する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のユーザ装置。
【請求項４】
　前記送信手段は、前記コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを前記基地局に
送信する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のユーザ装置。
【請求項５】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示す第１コンテ
クスト保持情報を含む接続要求メッセージを、前記基地局に送信する送信手段と、
　前記基地局から受信する接続設定メッセージの中に、前記基地局が前記ユーザ装置に対
応付けられた基地局側コンテクスト情報を保持していることを示す第２コンテクスト保持
情報が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記接続設定メッセージの中に第２コンテクスト保持情報が含ま
れていると判定される場合に、前記ユーザ装置側コンテクスト情報を利用して、前記基地
局との間で接続を確立する接続手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置。
【請求項６】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地局であって、
　前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記ユーザ装置
に送信する送信手段と、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能
を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
ていることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信す
る受信手段と
　を備えることを特徴とする基地局。
【請求項７】
　前記送信手段は、前記指示情報を含む報知情報又はランダムアクセスレスポンスを前記
ユーザ装置に送信する
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　ことを特徴とする請求項６に記載の基地局。
【請求項８】
　前記受信手段は、前記コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを前記ユーザ装
置から受信する
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の基地局。
【請求項９】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置が実行する接続確立方
法であって、
　前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を
受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保
持機能を有するか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場
合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテ
クスト保持情報を含むメッセージを前記基地局に送信する送信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法。
【請求項１０】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地局が実行する接続確立方法で
あって、
　前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記ユーザ装置
に送信する送信ステップと、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能
を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
ていることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信す
る受信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおけるユーザ装置ＵＥと基地局ｅＮＢのそれぞれが、Ｕ
Ｅコンテクストを保持する技術に関連するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥシステムにおいて、ユーザ装置ＵＥ（以下、ＵＥと記述する）における基地局ｅ
ＮＢ（以下、ｅＮＢと記述する）との間の接続状態はＲＲＣ（Radio Resource Control）
アイドル状態（RRC_Idle）と、ＲＲＣ接続状態（RRC_Connected）の２つで示される。
【０００３】
　ＵＥがネットワークに接続する際に、コアＮＷ側のＭＭＥ（Mobility Management Enti
ty）によりＵＥコンテクストが生成され、ＲＲＣ接続状態において、当該ＵＥコンテクス
トはＵＥが接続するｅＮＢ及びＵＥに保持される。なお、ＵＥコンテクストは、ベアラ関
連情報、セキュリティ関連情報等を含む情報である。
【０００４】
　ＵＥがＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態との間を遷移する際に、コアＮＷ側も含め
た呼制御のシグナリングが多く発生するため、シグナリングを如何にして削減するかが課
題となっている。
【０００５】
　例えば、ＵＥをＲＲＣ接続状態からＲＲＣアイドル状態に遷移させる際には、図１に示
すようなシグナリングが発生する（非特許文献１等）。図１のケースは、ｅＮＢ２が、Ｕ
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Ｅ１の通信が所定時間発生しないことを検知し、ＵＥ１との接続を切断して、ＲＲＣアイ
ドル状態に遷移させるようなケースである。
【０００６】
　図１において、ｅＮＢ２が、ＵＥコンテクスト解放要求（UE Context Release Request
）をＭＭＥ３に送信する（ステップ１）。ＭＭＥ３は、ベアラ解放要求（Release Access
 Bearers Request）をＳ－ＧＷ４に送信し（ステップ２）、Ｓ－ＧＷ４はベアラ解放応答
（Release Access Bearers Response）をＭＭＥ３に返す（ステップ３）。
【０００７】
　ＭＭＥ３は、ＵＥコンテクスト解放指示（UE Context Release Command）をｅＮＢ２に
送信する（ステップ４）。ｅＮＢ２は、ＲＲＣ接続解放（RRC Connection Release）をＵ
Ｅ１に送信し（ステップ５）、ＵＥ１に対してＵＥコンテクストを解放させて、ＲＲＣア
イドル状態に遷移させる。また、ｅＮＢ２はＵＥコンテクストを解放し、ＵＥコンテクス
ト解放完了（UE Context Release Complete）をＭＭＥ３に送信する（ステップ６）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】3GPP TS 36.413 V12.4.0 (2014-12)
【非特許文献２】3GPP TSG RAN Meeting #66　　RP-142030 Maui, USA, 8th - 11th Dece
mber 2014
【非特許文献３】3GPP TR 23.720 V1.1.0(2015-10)
【非特許文献４】3GPP TS 36.331 V12.6.0 (2015-06)
【非特許文献５】3GPP TS 36.321 V12.7.0 (2015-09)
【非特許文献６】3GPP TS 24.301 V13.6.1
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　図１に示すようなシグナリング手順では、ＲＲＣ接続解放時に多くのシグナリングが発
生するのみならず、ＵＥがＲＲＣアイドル状態から再びＲＲＣ接続状態に遷移する際に、
ＵＥコンテクストの設定のために多くのシグナリングが発生する。
【００１０】
　ＵＥがＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態との間を遷移する際のシグナリングを削減
するために、ＵＥが同一ｅＮＢ内でＲＲＣ接続状態‐＞ＲＲＣアイドル状態－＞ＲＲＣ接
続状態と遷移する場合に、ＵＥコンテクストをｅＮＢ及びＵＥで保持したままにしておき
、再利用する方法が検討され始めている（非特許文献２）。当該方法において考えられる
手順の例を図２を参照して説明する。
【００１１】
　図２の（ａ）に示す状態は、ＵＥ１がＲＲＣ接続状態にあり、コアＮＷ側において、当
該ＵＥ１に係るＳ１－ＣのコネクションとＳ１－Ｕのコネクション（図ではＳ１‐Ｃ／Ｕ
）が確立されている状態である。なお、Ｓ１－Ｃのコネクションは、Ｃ－ｐｌａｎｅ信号
を送るＳ１コネクションであり、Ｓ１－ＵのコネクションはＵ－ｐｌａｎｅを通すＳ１コ
ネクションである。
【００１２】
　（ａ）に示す状態から、（ｂ）、（ｃ）に示すように、ＲＲＣ接続解放（RRC Connecti
on Release）によりＵＥ１がＲＲＣアイドル状態に遷移される。このとき、ｅＮＢ２にお
けるＵＥ１に対するＵＥコンテクストは保持されたままであり、また、ＵＥ１におけるｅ
ＮＢ２に対するＵＥコンテクストも保持されたままであり、ＵＥ１に対するＳ１‐Ｃ／Ｕ
コネクションも維持されたままである。そして、（ｄ）に示すように、ＵＥ１がＲＲＣ接
続状態に遷移する際に、ｅＮＢ２とＵＥ１は保持しておいたＵＥコンテクストを再利用す
ることで、シグナリングを削減して、ＲＲＣ接続を確立する。
【００１３】
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　ここで、図２の（ｄ）に示すケースにおいては、ＵＥ１とｅＮＢ２が、それぞれ保持し
たＵＥコンテクストを用いてＲＲＣ接続確立が行われる例を示しているが、一般には、Ｕ
Ｅは、ｅＮＢが再利用可能なＵＥコンテクストを保持する機能に対応しているかどうかわ
からない。
【００１４】
　例えば、図３に示すように、ｅＮＢ＿Ｂとの接続で利用したＵＥコンテクストを保持す
るＵＥ６がＲＲＣアイドル状態のままｅＮＢ＿Ａに移動した場合において、ＵＥ６は、ｅ
ＮＢ＿ＡがＵＥコンテクスト保持機能に対応しているのかどうか不明である。
【００１５】
　このような場合を考慮して、例えば、ＵＥは、ＲＲＣアイドル状態からＲＲＣ接続状態
に遷移する際に、常にＵＥコンテクストを再利用する動作を実行することが考えられる。
ＵＥコンテクストを再利用する動作としては、例えば、ＵＥがＵＥコンテクストを保持し
ていることを示す情報をｅＮＢに通知することが考えられる。しかし、ＵＥコンテクスト
保持機能に対応していないｅＮＢは、このような通知に係る情報を理解できない。安定し
た動作を行う観点から、ＵＥは、在圏するセルのｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能を有
することを確認できた場合に、ＵＥコンテクストを再利用する動作を実行することが望ま
しい。
【００１６】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持
されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システ
ムにおいて、基地局がコンテクスト情報を再利用する機能を保持するか否かをユーザ装置
により判定することを可能とする技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクス
ト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユ
ーザ装置であって、
　前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を
受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機
能を有するか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場合に
、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクス
ト保持情報を含むメッセージを、前記基地局に送信する送信手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置が提供される。
【００１８】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記ユーザ装置であって、
　前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示す第１コンテ
クスト保持情報を含む接続要求メッセージを、前記基地局に送信する送信手段と、
　前記基地局から受信する接続設定メッセージの中に、前記基地局が前記ユーザ装置に対
応付けられた基地局側コンテクスト情報を保持していることを示す第２コンテクスト保持
情報が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記接続設定メッセージの中に第２コンテクスト保持情報が含ま
れていると判定される場合に、前記ユーザ装置側コンテクスト情報を利用して、前記基地
局との間で接続を確立する接続手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置が提供される。
【００１９】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
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テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記基地局であって、
　前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記ユーザ装置
に送信する送信手段と、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能
を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
ていることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信す
る受信手段と
　を備えることを特徴とする基地局が提供される。
【００２０】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記ユーザ装置が実行する接続確立方法であって、
　前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を
受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保
持機能を有するか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場
合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテ
クスト保持情報を含むメッセージを前記基地局に送信する送信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法が提供される。
【００２１】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記基地局が実行する接続確立方法であって、
　前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記ユーザ装置
に送信する送信ステップと、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能
を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
ていることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信す
る受信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法が提供される。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクス
ト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおいて、基地
局がコンテクスト情報を再利用する機能を保持するか否かをユーザ装置により判定するこ
とを可能とする技術が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】ＲＲＣアイドル状態に遷移する場合のシグナリングシーケンス例を示す図である
。
【図２】ＵＥコンテクストを保持する場合の処理の例を説明するための図である。
【図３】課題を説明するための図である。
【図４】本発明の実施の形態における通信システムの構成図である。
【図５】実施例１におけるシステム全体の処理シーケンスの例を示す図である。
【図６】実施例１におけるシステム全体の処理シーケンスの例を示す図である。
【図７】実施例１におけるＵＥの動作例を説明するためのフローチャートである。
【図８】実施例１におけるＵＥの動作例を説明するためのフローチャートである。
【図９】RA Responseのメッセージ例を示す図である。
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【図１０】RA Responseのメッセージ例を示す図である。
【図１１】実施例２におけるシステム全体の処理シーケンスの例を示す図である。
【図１２】実施例２における接続確立手順を説明するための図である。
【図１３】実施例２における接続解放手順を説明するための図である。
【図１４】実施例２におけるシステム全体の処理シーケンスの他の例を示す図である。
【図１５】RRCConnectionRequest messageの仕様変更例を示す図である。
【図１６】RRCConnectionSetup messageの仕様変更例を示す図である。
【図１７】RRCConnectionSetupComplete messageの仕様変更例を示す図である。
【図１８】RRCConnectionRelease messageの仕様変更例１を示す図である。
【図１９】RRCConnectionRelease messageの仕様変更例２を示す図である。
【図２０】実施例２におけるＵＥの動作例を説明するためのフローチャートである。
【図２１】実施例２におけるＵＥの動作例を説明するためのフローチャートである。
【図２２】実施例２におけるＵＥの動作例を説明するためのフローチャートである。
【図２３】ＳＩＢ２の仕様変更例を示す図である。
【図２４】ＳＩＢ２の仕様変更例を示す図である。
【図２５】ＳＩＢ２受信時のＵＥの動作例１を説明するためのフローチャートである。
【図２６】ＳＩＢ２受信時のＵＥの動作例２を説明するためのフローチャートである。
【図２７】ＳＩＢ２の仕様変更例を示す図である。
【図２８】ＳＩＢ２の仕様変更例を示す図である。
【図２９】3GPP TS 24.301の仕様変更例を示す図である。
【図３０】3GPP TS 24.301の仕様変更例を示す図である。
【図３１】3GPP TS 24.301の仕様変更例を示す図である。
【図３２】3GPP TS 24.301の仕様変更例を示す図である。
【図３３】3GPP TS 24.301の仕様変更例を説明するための図である。
【図３４】ＭＭＥとＳ－ＧＷの構成図である。
【図３５】ＵＥ５０の構成図である。
【図３６】ＵＥ５０のＨＷ構成図である。
【図３７】ｅＮＢ１０の構成図である。
【図３８】ｅＮＢ１０のＨＷ構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、以下で説明する実施の形
態は一例に過ぎず、本発明が適用される実施の形態は、以下の実施の形態に限られるわけ
ではない。例えば、本実施の形態では、ＬＴＥのシステムを対象としているが、本発明は
ＬＴＥに限らずに様々な方式に適用可能である。また、本明細書及び特許請求の範囲では
、特に断らない限り、「ＬＴＥ」の用語は３ＧＰＰの特定のＲｅｌ（リリース）に限定さ
れない。また、「ＬＴＥ」は「５Ｇ」を含む。
【００２５】
　上記の様々な方式として、例えば、ＳＵＰＥＲ　３Ｇ、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ、４
Ｇ、５Ｇ、ＦＲＡ（Ｆｕｔｕｒｅ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）、Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商
標）、ＧＳＭ（登録商標）、ＣＤＭＡ２０００、ＵＭＢ（Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂ
ｒｏａｄｂａｎｄ）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６
（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、ＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ－ＷｉｄｅＢａｎｄ）、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、もしくは、これらに基づいて拡張された次世代システ
ム等がある。
【００２６】
　（システム全体構成）
　図４は、本発明の実施の形態における通信システムの構成例を示す図である。図４に示
すように、本実施の形態の通信システムは、ｅＮＢ１０、ｅＮＢ２０、ＭＭＥ３０、Ｓ－
ＧＷ（Serving Gateway）４０、ＵＥ５０を含む。なお、図４は、コアネットワーク（Ｅ
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ＰＣ）に関して、本実施の形態に関連する部分のみを示している。
【００２７】
　ＵＥ５０は携帯電話機等のユーザ装置である。ｅＮＢ１０、２０はそれぞれ基地局であ
る。ＭＭＥ３０は、ｅＮＢを収容し、位置登録、ページング、ハンドオーバ等のモビリテ
ィ制御、ベアラ確立／削除等を行うノード装置である。なお、モビリティ制御、ベアラ確
立／削除等のＣ－Ｐｌａｎｅの制御は、ＵＥ５０とＭＭＥ３０との間における、ＲＲＣ（
Radio Resource Control）レイヤの上位レイヤであるＮＡＳ（Non-Access-Stratum）レイ
ヤのメッセージ送受信により行われる。
【００２８】
　Ｓ－ＧＷ４０は、ユーザデータ（Ｕ－Ｐｌａｎｅデータ）の中継を行うノード装置であ
る。なお、ＭＭＥ３０とＳ－ＧＷ４０からなるシステムを通信制御装置と呼ぶ。また、Ｍ
ＭＥ３０とＳ－ＧＷ４０を１つの装置で構成し、それを通信制御装置と呼ぶこととしても
よい。
【００２９】
　図４に示すように、ＭＭＥ３０とｅＮＢ１０、２０間はＳ１－ＭＭＥインターフェース
で接続され、Ｓ－ＧＷ４０とｅＮＢ１０、２０間はＳ１－Ｕインターフェースで接続され
る。点線の接続線は制御信号インターフェースを示し、実線の接続線はユーザデータ転送
のインターフェースを示す。
【００３０】
　本実施の形態では、前述したように、ＵＥ５０が同一ｅＮＢ内でＲＲＣ接続状態からＲ
ＲＣアイドル状態に遷移する場合でも、当該ｅＮＢにおいてＵＥ５０のＵＥコンテクスト
が保持されるとともに、ＵＥ５０にも当該ｅＮＢとの接続に係るＵＥコンテクストが保持
される方式を前提とする。前述したように、この方式は、シグナリング数削減を可能とす
る方式である。
【００３１】
　本実施の形態では、上記の方式の例として、非特許文献３に記載されている方式である
RRC-Suspended（及びECM-Suspended）という新しいRRCの状態を定義する方式を実施例１
として説明し、新たなRRCの状態を定義することなくＵＥコンテクストの再利用を行う方
式を実施例２として説明する。
【００３２】
　（実施例１）
　まず、実施例１について説明する。上記のとおり、実施例１の方式では、従来のRRC-Id
le（ＲＲＣアイドル状態）とRRC-Connected（ＲＲＣ接続状態）に加えて、RRC-Suspended
（ＲＲＣ保留状態と呼ぶ）という状態が追加されている。ＲＲＣ保留状態において、ＵＥ
とｅＮＢはそれぞれ、ＲＲＣ保留状態になる前のＲＲＣ接続状態で接続に使用したＵＥコ
ンテクストを保持する。そして、ＲＲＣ保留状態からＲＲＣ接続状態に遷移するときに、
当該保持したＵＥコンテクストを使用してＲＲＣ接続確立をする。詳細な手順等は非特許
文献３に記載されている。ただし、本実施の形態では、ｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機
能に対応しているかどうかをＵＥにより判定することを可能としている。なお、このよう
な機能は非特許文献３に全く記載されていない。
【００３３】
　＜実施例１：全体シーケンス例＞
　まず、実施例１における通信システム全体のシーケンス例として、ＵＥ５０が、ＲＲＣ
アイドル状態からＲＲＣ保留状態（及びＥＣＭ保留状態）に遷移する場合の処理シーケン
スを図５を参照して説明する。なお、図５、及び図６に示す全体の処理シーケンス自体は
、非特許文献３に開示されているものなので、ここでは概要を説明する。
【００３４】
　ステップ１０１において、ｅＮＢ１０は、ＲＲＣ接続を保留することを決定する。ステ
ップ１０２において、ｅＮＢ１０は、ＵＥ５０のＲＲＣ接続が保留されたことを示すメッ
セージをＭＭＥ３０に送信する。ＭＭＥ１０とｅＮＢ３０はＵＥコンテクストを保持する
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。
【００３５】
　ステップ１０３、１０４でのメッセージを経て、ステップ１０５において、ＭＭＥ３０
はステップ１０２に対するＡｃｋを返す。ステップ１０６で、ＭＭＥ３０はECM-SUSPENDE
Dの状態に入る。
【００３６】
　ステップ１０７では、ｅＮＢ１０はＵＥ５０にRRC connection suspendメッセージを送
信し、ＵＥ５０をＲＲＣ保留状態にする（ステップ１０８）。RRC connection suspendメ
ッセージには、Resume ID（再開ＩＤ）が含まれる。Resume IDは、次にＲＲＣ接続を再開
する場合に使用される識別子である。ＲＲＣ保留状態において、ＵＥ５０とｅＮＢ１０は
それぞれ、ＵＥコンテクストを格納する。
【００３７】
　ここで、本実施の形態において、ＵＥ５０とｅＮＢ１０のそれぞれで保持されるＵＥコ
ンテクストは、例えば、ＲＲＣコンフィギュレーション（RRC configuration）、ベアラ
コンフィギュレーション（bearer configuration： RoHC state information等を含む)、
ＡＳセキュリティコンテクスト（Access Stratum Security Context）、L2/L1パラメータ
（MAC、PHYのコンフィギュレーション等）等である。
【００３８】
　また、ＵＥ５０とｅＮＢ１０とでＵＥコンテクストとして同じ情報を保持してもよいし
、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０との接続に必要なＵＥコンテクストの情報のみを保持し、ｅＮ
Ｂ１０は、ＵＥ５０との接続に必要なＵＥコンテクストの情報のみを保持してもよい。
【００３９】
　より具体的には、ＲＲＣ保留状態において、例えば、ＵＥ５０とｅＮＢ１０はそれぞれ
、RRC Connection Setupで運ばれるRadioResourceConfigDedicatedの情報、RRC Connecti
on Setup Completeで運ばれる能力情報、及びセキュリティ関連情報（キー情報等）、 RR
C Security Mode Commandで運ばれるセキュリティ関連情報、RRC Connection Reconfigur
ationで運ばれるコンフィギュレーション情報等を、ＵＥコンテクストとして保持する。
なお、これらは一例であり、ＵＥコンテクストとして保持する情報は、これらに限られず
、追加で情報を保持してもよいし、これらの情報の一部を保持しないこととしてもよい。
【００４０】
　ＵＥ１０とｅＮＢ１０はそれぞれＵＥコンテクストとして上記のような情報を保持する
ことで、ＲＲＣ保留状態からＲＲＣ接続状態に遷移する際に、RRC Connection Setup Com
plete、RRC Security Mode Command、RRC Security Mode Complete、RRC Connection Rec
onfiguration、RRC Connection Reconfiguration Complete、等のメッセージの送受信を
行うことなくＲＲＣ接続確立を行うことができる。
【００４１】
　次に、ＵＥ５０が、ＲＲＣ保留状態からＲＲＣ接続状態に遷移する場合のシーケンス例
を図６を参照して説明する。図６は、ＲＲＣ保留状態（ステップ１５１）にあるＵＥ５０
が着信を受ける（ステップ１５２～１５５）ケースを示しているが、これは例であり、Ｒ
ＲＣ保留状態にあるＵＥ５０が発信をする場合も、ＵＥコンテクストの再利用に関しては
同様の処理が行われる。
【００４２】
　ｅＮＢ１０からページングを受信したＵＥにおいて、ステップ１５６では、ＥＭＭレイ
ヤ（ＮＡＳレイヤのサブレイヤ）から、ＲＲＣ再開手順（resume procedure）が起動され
る。ステップ１５７にてRandom Access PreambleがＵＥ５０からｅＮＢ１０に送信され、
ステップ１５８にて、Random Access ResponseがｅＮＢ１０からＵＥ１０に返される。
【００４３】
　ステップ１５９では、メッセージ３として、ＵＥ５０は、RRC Connection Resume Requ
estメッセージをｅＮＢ１０に送信する。なお、実施例１では、RRC Connection Resume R
equestメッセージを送信する前に、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０が、コンテクスト保持機能を
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有するか否かを判定する処理を行うが、この処理の詳細は後述する。
【００４４】
　当該RRC Connection Resume Requestメッセージには、ＵＥ５０がＵＥコンテクストを
保持することを示す情報であるResume Id（再開ＩＤ）が含まれる。RRC Connection Resu
me Requestメッセージを受信したｅＮＢ１０は、当該メッセージに含まれるResume Idに
対応付けて格納されている、ＵＥ５０のＵＥコンテクストを取得し、ＵＥコンテクストの
情報に基づき、ベアラの再開等を行う。ステップ１６０では、ｅＮＢ１０は、ＵＥ５０に
対してResume Idを含むRRC Connection Resume Completeメッセージを送信する。
【００４５】
　ステップ１６１では、ＵＥ５０とｅＮＢ１０は、格納したセキュリティコンテクストを
再開する。そして、ステップ１６２～１６５において、ＭＭＥ３０に対するＵＥ５０の状
態変更の通知等が行われる。
【００４６】
　＜ＵＥコンテクスト保持機能判定について＞
　図６等を参照して説明したとおり、ＵＥ５０は、Resume IDを使用して、ＵＥコンテク
ストを保持していることをｅＮＢ１０に通知する。これはｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト
保持機能（保持したＵＥコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う機能）に対応してい
ることを前提としている。
【００４７】
　しかし、全てのｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能に対応しているとは限らない。例え
ば、ＵＥ５０が、ｅＮＢ１０の配下でＵＥコンテクストを保持したままＲＲＣ保留状態に
なって、ＵＥコンテクスト保持機能を保持しないｅＮＢ－Ｘのセルに移動したとする。こ
こで、ＵＥ５０がＵＥコンテクストを保持していることを示す情報をｅＮＢ－Ｘに通知し
ても、ｅＮＢ－Ｘは当該情報を理解できない。安定した動作を行う観点から、ＵＥ５０は
、在圏するセルのｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能を有することが確認できた場合に、
図６で説明したＵＥコンテクスト保持通知の動作を行うことが望ましい。
【００４８】
　実施例１において、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能を有するか否かをＵＥ５０
が判定する例を説明する。以下では、例１－１～例１－２を説明する。なお、実施例１と
実施例２において、「ＵＥコンテクスト保持機能」とは、ＲＲＣ接続状態にない状態にお
いて保持しているＵＥコンテクストを利用（つまり、再利用）して、当該状態からＲＲＣ
接続を確立させる機能である。また、ｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能を有しない、あ
るいは、ｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能に対応していない、とは、ｅＮＢがＵＥコン
テクスト保持機能を能力として保持しない場合のみならず、能力としては保持するが、当
該機能を停止している場合を含む。
【００４９】
　＜例１－１＞
　例１－１では、ｅＮＢ１０は、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応している
か否かを報知（ブロードキャスト）情報でＵＥ５０に報知する。当該報知情報としては、
例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２を使用することができる。
【００５０】
　図７のフローチャートを参照して、ＵＥコンテクスト保持機能の判定に関するＵＥ５０
の動作例を説明する。以下の例では、ｅＮＢ１０はＳＩＢ１を用いてＵＥコンテクスト保
持機能に対応しているか否かを示す情報を報知する。
【００５１】
　ステップ２０１において、ＵＥ５０はｅＮＢ１０からＳＩＢ１を受信する。ステップ２
０２において、ＵＥ５０は、ＳＩＢ１から、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対
応しているか否かを示す情報を読み取り、当該情報に基づいて、ｅＮＢ１０がＵＥコンテ
クスト保持機能に対応しているか否かを判定する。
【００５２】
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　ステップ２０２の判定結果がＹｅｓ（対応している）の場合、ステップＳ２０３に進み
、ＵＥ５０は、当該セルでＲＲＣ接続状態に遷移する場合、前述したようにRRC Connecti
on Resume RequestメッセージをｅＮＢ１０に送信することにより、ＲＲＣ接続を行う。
【００５３】
　ステップ２０２の判定結果がＮｏ（対応していない）の場合、ステップＳ２０４に進み
、ＵＥ５０は、当該セルでＲＲＣ接続状態に遷移する場合に、保持しているＵＥコンテク
ストを破棄して、通常のRRC Connection RequestをｅＮＢ１０に送信することで、ＲＲＣ
接続を行う。
【００５４】
　＜例１－２＞
　例１－２では、ｅＮＢ１０は、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応している
か否かを、ランダムアクセス手順におけるRandom Access ResponseでＵＥ５０に通知する
。
【００５５】
　図８のフローチャートを参照して、例１－２におけるＵＥ５０の動作例を説明する。こ
こでは、例えば、図６に示したように、ＲＲＣ保留状態にあるＵＥ５０が、ページングを
受けて（あるいは発信を行うために）、ＲＲＣ接続状態に遷移する場合の状況を示してい
る。
【００５６】
　ステップ３０１において、ＵＥ５０はｅＮＢ１０にRandom Access Preambleを送信する
。ステップ３０２において、ＵＥ５０はｅＮＢ１０からRandom Access Responseを受信す
る。当該Random Access Responseには、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応し
ているか否かを示す情報が含まれている。
【００５７】
　ステップ３０３において、ＵＥ５０は、Random Access Responseから、ｅＮＢ１０がＵ
Ｅコンテクスト保持機能に対応しているか否かを示す情報を読み取り、当該情報に基づい
て、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応しているか否かを判定する。
【００５８】
　ステップ３０３の判定結果がＹｅｓ（対応している）の場合、ステップＳ３０４に進み
、ＵＥ５０は、前述したようにRRC Connection Resume RequestメッセージをｅＮＢ１０
に送信することにより、ＲＲＣ接続を行う。
【００５９】
　ステップ３０３の判定結果がＮｏ（対応していない）の場合、ステップＳ３０５に進み
、ＵＥ５０は、保持しているＵＥコンテクストを破棄して、通常のRRC Connection Reque
stをｅＮＢ１０に送信することにより、ＲＲＣ接続を行う。
【００６０】
　図９、図１０は、例２におけるRandom Access Responseのメッセージ例を示す（従来例
については非特許文献５参照）。図９に示すように、ＭＡＣ　ＰＤＵにＭＡＣ　ＲＡＲが
含まれる。図１０に示すように、例１－２においては、ＭＡＣ　ＲＡＲ中のリザーブビッ
トを用いて、ＵＥコンテクスト保持機能に対応しているか否かを示す情報を通知する。一
例として、ビットが１であれば、ＵＥコンテクスト保持機能に対応していることを示し、
０であれば対応していないことを示す。１と０が逆であってもよい。
【００６１】
　（実施例２）
　次に、実施例２について説明する。前述したとおり、実施例２は、RRC-Suspendedのよ
うな新しい状態を定義することなく、ＲＲＣアイドル状態において、ＵＥとｅＮＢがＵＥ
コンテクストを保持し、ＲＲＣ接続状態に遷移する際に、保持したＵＥコンテクストを再
利用することで、シグナリング数削減を可能とする方式である。
【００６２】
　＜全体のシーケンス例＞
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　まず、実施例２における通信システム全体のシーケンス例として、ＲＲＣアイドル状態
のＵＥ５０に対する着信がある場合に、ＭＭＥ３０からページングを行う方式について説
明する。より具体的には、ＵＥ５０がｅＮＢ１０に接続してＲＲＣ接続状態となり、ｅＮ
Ｂ１０の配下のセルでＲＲＣアイドル状態となり、同一セルで、その後に着信を受ける場
合の処理シーケンスを図１１を参照して説明する。
【００６３】
　図１１の処理の前提として、ＵＥ５０はｅＮＢ１０のセルにおいてＲＲＣ接続状態にあ
り、ＵＥ５０に関するＳ１－Ｃ／Ｕのコネクションが確立されている状態とする。図１１
において、Ｓ１－Ｃコネクションは、ｅＮＢ１０とＭＭＥ３０との間のコネクションとＭ
ＭＥ３０とＳ－ＧＷ４０間のコネクションを含み、Ｓ１－Ｕコネクションは、ｅＮＢ１０
とＳ－ＧＷ４０間のコネクションを含む。コネクションが確立されている場合、コネクシ
ョン確立信号等のコネクションセットアップのための手順を実行することなく、該当ノー
ド装置間でＵＥ５０に係る信号（データ）を送受信できる。
【００６４】
　図１１の手順の説明に入る前に、ＵＥ５０が最初にｅＮＢ１０に接続する際の手順の一
例の概要を説明しておく（非特許文献４）。なお、この最初の接続に係る手順は、実施例
１にも適用できる。ＵＥ５０のランダムアクセス時に、ｅＮＢ１０は、RRC Connection S
etupをＵＥ５０に送信し、ＵＥ５０をＲＲＣ接続状態とし、ＵＥ５０からRRC Connection
 Setup Completeを受信する。その後、ｅＮＢ１０は、ＭＭＥ３０からInitial Context S
etup Requestを受信し、ＵＥ５０に対してRRC Security Mode Commandを送信し、ＵＥ５
０からRRC Security Mode Completeを受信し、また、ＵＥ５０に対してRRC Connection R
econfigurationを送信し、ＵＥ５０からRRC Connection Reconfiguration Completeを受
信し、ＭＭＥ３０に対してInitial Context Setup Responseを送信する。このような手順
を経て、ＵＥ５０とｅＮＢ１０におけるＵＥコンテクストの確立、保持等がなされる。
【００６５】
　図１１に示すように、ＲＲＣ接続状態において、ｅＮＢ１０はＭＭＥ３０に対してコネ
クション維持指示信号を送信する（ステップ４０１）。また、ＭＭＥ３０はコネクション
維持指示信号をＳ－ＧＷ４０に送信する（ステップ４０２）。
【００６６】
　コネクション維持指示信号は、当該ＵＥ５０に関するＳ１－Ｃ／Ｕコネクションを維持
しながら、ＵＥ５０への着信時に下りデータをＳ－ＧＷ４０に保留して、ＭＭＥ３０から
ページングを行うことを指示する信号である。
【００６７】
　コネクション維持指示信号を受信したＳ－ＧＷ４０は、指示を確認したことを示す確認
応答をＭＭＥ３０に送信し（ステップ４０３）、ＭＭＥ３０は、確認応答をｅＮＢ１０に
送信する（ステップ４０４）。
【００６８】
　ＵＥ５０に関するｅＮＢ１０からＭＭＥ３０へのコネクション維持指示信号の送信は、
例えば、ｅＮＢ１０において、ＵＥ５０をＲＲＣアイドル状態に遷移させる事象が発生し
たことをトリガーとして行ってもよいし、ＵＥ５０が最初にｅＮＢ１０の配下でＲＲＣ接
続状態になり、当該ＵＥ５０に関するＳ１－Ｃ／Ｕコネクションが確立された直後に行う
こととしてもよい。
【００６９】
　上記のＲＲＣアイドル状態に遷移させる事象とは、例えば、所定のタイマ（例：UE Ina
ctivity Timer）の満了によって、ＵＥ５０との通信（上り下りのユーザデータ通信）が
一定時間発生しないことを検知した場合であるが、これに限られるわけではない。
【００７０】
　図１１は、ＵＥ５０との通信（上り下りのユーザデータ通信）が一定時間発生しないこ
とを検知したことをトリガーとする場合を想定しており、ステップ４０１～４０４の後に
、ＲＲＣ接続解放（RRC Connection Release）をＵＥ５０に送信し、ＵＥ５０をＲＲＣア
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イドル状態に遷移させる（ステップ４０５）。
【００７１】
　実施例２では、ＵＥ５０が、ＲＲＣアイドル状態に遷移する場合でも、ＵＥ５０とｅＮ
Ｂ１０のそれぞれにおいて、ＲＲＣ接続時に確立したＵＥコンテクストは保持される。
【００７２】
　その後、ＵＥ５０向けの下りデータが発生し、当該下りデータがＳ－ＧＷ４０に到着す
る（ステップ４０６）。ここでは、Ｓ１－Ｕコネクションは確立済みであるが、ステップ
４０２で受信したコネクション維持指示信号に基づき、Ｓ－ＧＷ４０は、当該下りデータ
をｅＮＢ１０に転送せずにバッファに保留しておく。
【００７３】
　Ｓ－ＧＷ４０は、下りデータ着信通知をＭＭＥ３０に送信し（ステップ４０７）、ＭＭ
Ｅ３０はＵＥ５０向けのＳ１－ＡＰページングの信号をｅＮＢ１０に送信する（ステップ
４０８）。このページング自体は、既存のページングと同様であり、ＵＥ５０のトラッキ
ングエリアの各ｅＮＢに送信されるが、図１１ではｅＮＢ１０への送信を示している。
【００７４】
　Ｓ１－ＡＰページングの信号を受信したｅＮＢ１０は、配下のＵＥ５０にＲＲＣページ
ングの信号を送信する（ステップ４０９）。
【００７５】
　ＲＲＣページング信号を受信したＵＥ５０は、ＲＲＣ接続確立手順を実行し、ＲＲＣ接
続を確立させる（ステップ４１０）。その後、ｅＮＢ１０は、ＲＲＣ接続の確立が完了し
たことを示す信号であるＲＲＣ接続確立完了をＭＭＥ３０に送信する（ステップ４１１）
。なお、ｅＮＢ１０は、ＵＥ５０とのＲＲＣ接続が確立したことを、例えば、ｅＮＢ１０
がＵＥ５０からRRC Connection Setup Completeを受信したことで判別できる。
【００７６】
　ＭＭＥ３０はＲＲＣ接続確立完了の信号をＳ－ＧＷ４０に送信する（ステップ４１２）
。これにより、Ｓ－ＧＷ４０はＵＥ５０とｅＮＢ１０間のＲＲＣ接続が確立したと判断し
、既に確立されているＵＥ５０に係るＳ１－Ｕコネクションを利用して、保留していた下
りデータのｅＮＢ１０への転送を開始する（ステップ４１３）。当該下りデータはｅＮＢ
１０からＵＥ５０に届く（ステップ４１４）。このようにしてＵＥ５０への下りデータの
伝送が開始される。
【００７７】
　図１１のステップ４１０のＲＲＣ接続確立手順の詳細については後述する。当該ＲＲＣ
接続確立手順では、ＵＥ５０とｅＮＢ１０のそれぞれでＲＲＣ接続時に確立し、保持して
おいたＵＥコンテクストが利用されるので、従来は必要であった、RRC Security Mode Co
mmand、RRC Security Mode Complete、RRC Connection Reconfiguration、RRC Connectio
n Reconfiguration Complete、等のメッセージの送受信を行うことなくＲＲＣ接続確立を
行うことができる。
【００７８】
　ここで、ＵＥ５０とｅＮＢ１０のそれぞれで保持されるＵＥコンテクストは、例えば、
ＲＲＣコンフィギュレーション（RRC configuration）、ベアラコンフィギュレーション
（bearer configuration： RoHC state information等を含む)、ＡＳセキュリティコンテ
クスト（Access Stratum Security Context）、L2/L1パラメータ（MAC、PHYのコンフィギ
ュレーション等）等である。
【００７９】
　また、ＵＥ５０とｅＮＢ１０とでＵＥコンテクストとして同じ情報を保持してもよいし
、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０との接続に必要なＵＥコンテクストの情報のみを保持し、ｅＮ
Ｂ１０は、ＵＥ５０との接続に必要なＵＥコンテクストの情報のみを保持してもよい。
【００８０】
　より具体的には、ＲＲＣアイドル状態において、例えば、ＵＥ５０とｅＮＢ１０はそれ
ぞれ、RRC Connection Setupで運ばれるRadioResourceConfigDedicatedの情報、RRC Conn
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ection Setup Completeで運ばれる能力情報、及びセキュリティ関連情報（キー情報等）
、 RRC Security Mode Commandで運ばれるセキュリティ関連情報、RRC Connection Recon
figurationで運ばれるコンフィギュレーション情報等を、ＵＥコンテクストとして保持す
る。なお、これらは一例であり、ＵＥコンテクストとして保持する情報は、これらに限ら
れず、追加で情報を保持してもよいし、これらの情報の一部を保持しないこととしてもよ
い。
【００８１】
　ＵＥ１０とｅＮＢ１０はそれぞれＵＥコンテクストとして上記のような情報を保持する
ことで、ＲＲＣアイドル状態からＲＲＣ接続状態に遷移する際に、RRC Security Mode Co
mmand、RRC Security Mode Complete、RRC Connection Reconfiguration、RRC Connectio
n Reconfiguration Complete、等のメッセージの送受信を行うことなくＲＲＣ接続確立を
行うことができる。
【００８２】
　また、実施例２では、ｅＮＢ１０は、ＵＥコンテクストを、当該ＵＥコンテクストに対
応するＵＥの識別子（ＵＥ識別子）に対応付けて記憶手段に保持する。ＵＥ識別子の種類
には限定はないが、実施例２では、一例として、ＵＥ識別子としてS-TMSI（SAE temporar
y mobile subscriber identity）を使用している。
【００８３】
　＜ＲＲＣ接続確立手順の例＞
　次に、実施例２におけるＵＥ５０とｅＮＢ１０との間のＲＲＣ接続確立手順について、
図１２のシーケンスを参照して説明する。なお、図１２に示すシーケンスは、図１１のス
テップ４１０の手順を想定しているが、これに限られない。例えば、図１２に示すシーケ
ンスが、ＵＥ５０からの発信時のＲＲＣ接続確立手順におけるものであってもよい。
【００８４】
　図１２に示すシーケンスの前に、ＵＥ５０からｅＮＢ１０にRandom Access Preambleが
送信され、ｅＮＢ１０からＵＥ５０にRandom Access Responseが送信されているとする。
【００８５】
　ＵＥ５０は、Random Access Responseに含まれるＵＬグラントで割り当てられるリソー
スにより、ステップ５０１において、RRC Connection Requestメッセージ（ＲＲＣ接続要
求）をｅＮＢ１０に送信する。実施例２では、ステップ５０１において、ＵＥ５０は、RR
C Connection Requestメッセージにおけるスペアビット（spare bit ：１ビット）を使用
して、ＵＥ５０がＵＥコンテテクストを保持していることをｅＮＢ１０に通知する。例え
ば、ビットが立っている（１である）場合に、ＵＥ５０はＵＥコンテクストを保持してい
ることを示す。ＵＥ５０がＵＥコンテクストを保持していることを示すこの情報をＵＥコ
ンテクスト保持情報と呼ぶことにする。
【００８６】
　また、RRC Connection Requestメッセージには、上記のビットに加えて、ＵＥ５０を識
別するＵＥ識別子（具体的には、S-TMSI（SAE temporary mobile subscriber identity 
））が含まれる。S-TMSIは、ＵＥ５０固有の識別子から生成される一時的なＵＥ５０の識
別子であり、ＵＥ５０の位置登録時等にＭＭＥ３０から払い出されるものである。本実施
の形態では、ＵＥ５０と各ｅＮＢは、ＵＥ５０を識別するためのS-TMSIを保持しているも
のとする。
【００８７】
　ステップ５０１で上記RRC Connection Requestメッセージを受信したｅＮＢ１０は、当
該メッセージからＵＥコンテクスト保持情報とＵＥ識別子を読み出すことで、ＵＥ識別子
で識別されるＵＥ５０がＵＥコンテクストを保持していることを認識し、保持している複
数のＵＥコンテクストの中から、当該ＵＥ識別子に対応するＵＥコンテクストを記憶手段
から検索する。すなわち、ＵＥ識別子のマッチング処理を行う。
【００８８】
　ステップ５０２において、ｅＮＢ１０は、検索の結果、ＵＥ識別子に対応するＵＥコン
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テクストを検出すると、RRC Connection Setupメッセージ（ＲＲＣ接続確立メッセージ）
により、ｅＮＢ１０がＵＥ５０のＵＥコンテクストを保持していることをＵＥ５０に通知
するとともに、ＵＥ５０の認証のための情報を送信するようにＵＥ５０に要求する。
【００８９】
　ＵＥ５０のＵＥコンテクストを保持していることを示す情報が含まれるRRC Connection
 Setupメッセージを受信したＵＥ５０は、保持していたＵＥコンテクスト（ベアラ、secu
rity key、コンフィギュレーション等）を継続使用する。
【００９０】
　また、RRC Connection Setupメッセージに含まれるRadioResourceConfigDedicatedには
、ベアラ、ＭＡＣ及びＰＨＹコンフィギュレーション等に関するパラメータ値が含まれる
が、ステップ５０２において上記の通知・要求を含むRRC Connection Setupメッセージを
受信したＵＥ５０は、RadioResourceConfigDedicatedにより通知されるパラメータ値を無
視し、保持していたＵＥコンテクストのパラメータ値を継続使用する。なお、RadioResou
rceConfigDedicatedにより通知されるパラメータ値を無視せずに、通知されたパラメータ
値を使用することとしてもよい。これにより、既に保持しているパラメータ値がｅＮＢ１
０により変更された場合に、その変更を反映することができる。
【００９１】
　次に、ステップ５０３において、ＵＥ５０は、RRC Connection Setup Completeメッセ
ージに、Authentication token、shortMAC-I等の認証情報を含めてｅＮＢ１０に送信する
。Authentication token、shortMAC-I等の認証情報は、ｅＮＢ１０がＵＥ５０を認証する
ために使用される情報である。
【００９２】
　RRC Connection Setup Completeメッセージを受信したｅＮＢ１０は、当該メッセージ
に含まれる認証情報を使用して、ＵＥ５０が、ＵＥ識別子により検索されたＵＥコンテク
ストに対応する正しいＵＥであることを認証する。その後、ＵＥ５０とｅＮＢ１０はそれ
ぞれ、保持していたＵＥコンテクストを利用して接続を確立（再開）する。なお、保持し
ていたＵＥコンテクストを利用して接続を確立（再開）するにあたって、ステップ５０３
は必ずしも必須ではなく、ステップ２０３を実施しないこととしてもよい。
【００９３】
　＜ＲＲＣ接続解放手順の例＞
　実施例２においては、ＵＥ５０がｅＮＢ１０からRRC Connection Releaseメッセージを
受信してＲＲＣアイドル状態に遷移する際に、常にＵＥコンテクストを保持することとし
てもよいし、RRC Connection Releaseメッセージ内にＵＥコンテクストを保持することを
指示する情報が含まれていた場合にのみＵＥコンテクストを保持することとしてもよい。
後者の例を以下に説明する。
【００９４】
　図１３に示すように、ｅＮＢ１０がＵＥ５０をＲＲＣアイドル状態に遷移させる場合に
、ｅＮＢ１０はＵＥ５０に対してRRC Connection Releaseメッセージを送信する（ステッ
プ６０１）。
【００９５】
　当該RRC Connection Releaseメッセージには、ＲＲＣアイドル状態においてＵＥコンテ
クストを保持し続けることをＵＥ５０に指示する指示情報（indication）が含まれる。な
お、指示情報については、新規のindicationをメッセージ中に含めても良いし、既存のre
lease causeのスペアビットを用いることとしてもよい。具体例については後述する。
【００９６】
　ＵＥ５０は、RRC Connection Releaseメッセージから上記指示情報を検知した場合、Ｒ
ＲＣアイドル状態の間、ＲＲＣアイドル状態遷移時のＵＥコンテクスト（ベアラ情報，セ
キュリティ情報等）を保持し続ける。
【００９７】
　＜システム全体の処理シーケンスの他の例＞
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　図１１に示した例では、ＵＥ１０は、同じｅＮＢ１０の下で、ＲＲＣ接続状態とＲＲＣ
アイドル状態との間の遷移を行ったが、ここでは別の例として、ＵＥ５０がｅＮＢ１０に
接続してＲＲＣ接続状態となり、ｅＮＢ１０の配下のセルでＲＲＣアイドル状態となり、
その後に、ＵＥ５０がｅＮＢ２０の配下のセルに移動して、着信を受ける場合の処理シー
ケンスを図１４を参照して説明する。
【００９８】
　図１４の場合も、処理の前提として、ＵＥ５０はｅＮＢ１０のセルにおいてＲＲＣ接続
状態にあり、Ｓ１－Ｃ／Ｕのコネクションが確立されている状態とする。
【００９９】
　図１１の場合と同様にして、ｅＮＢ１０はＭＭＥ３０に対してコネクション維持指示信
号を送信する（ステップ７０１）。また、ＭＭＥ３０はコネクション維持指示信号をＳ－
ＧＷ４０に送信する（ステップ７０２）。
【０１００】
　前述したとおり、コネクション維持指示信号は、当該ＵＥ５０に関するＳ１－Ｃ／Ｕコ
ネクションを維持しながら、ＵＥ５０への着信時に下りデータをＳ－ＧＷ４０に保留して
、ＭＭＥ３０からページングを行うことを指示する信号である。
【０１０１】
　コネクション維持指示信号を受信したＳ－ＧＷ４０は、確認応答をＭＭＥ３０に送信し
（ステップ７０３）、ＭＭＥ３０は、確認応答をｅＮＢ１０に送信する（ステップ７０４
）。
【０１０２】
　ｅＮＢ１０は、ステップ７０１～７０４の後に、ＲＲＣ接続解放（RRC Connection Rel
ease）をＵＥ５０に送信し、ＵＥ５０をＲＲＣアイドル状態に遷移させる（ステップ７０
５）。この後に、ＵＥ５０はｅＮＢ２０配下のセルに移動する。当該RRC Connection Rel
easeメッセージには、ＵＥコンテクストを保持する指示が含まれており、ＵＥ５０は、Ｕ
Ｅコンテクストを保持する。ただし、このＵＥコンテクストは、ｅＮＢ１０との接続に利
用された情報である。
【０１０３】
　その後、ＵＥ５０向けの下りデータが発生し、当該下りデータがＳ－ＧＷ４０に到着す
る（ステップ７０６）。ここでは、Ｓ１－Ｕコネクションは確立済みであるが、ステップ
７０２で受信したコネクション維持指示信号に基づき、Ｓ－ＧＷ４０は、当該下りデータ
をｅＮＢ１０に転送せずにバッファに保留しておく。
【０１０４】
　Ｓ－ＧＷ４０は、下りデータ着信通知をＭＭＥ３０に送信し（ステップ７０７）、ＭＭ
Ｅ３０はＵＥ５０向けのＳ１－ＡＰページングの信号をｅＮＢ２０に送信する（ステップ
７０８）。このページング自体は、既存のページングと同様であり、ＵＥ５０のトラッキ
ングエリアの各ｅＮＢ（１つ又は複数のｅＮＢのそれぞれ）に送信されるが、図１４では
ｅＮＢ２０への送信を示している。
【０１０５】
　Ｓ１－ＡＰページングの信号を受信したｅＮＢ２０は、配下のＵＥ５０にＲＲＣページ
ングの信号を送信する（ステップ７０９）。
【０１０６】
　ＲＲＣページングを受信したＵＥ５０は、ＲＲＣ接続確立手順を実行し、ＲＲＣ接続を
確立させる（ステップ７１０）。また、ｅＮＢ２０とコアＮＷ側（図１４ではＳ－ＧＷ４
０）との間でＮＡＳ接続手順が実行され、ｅＮＢ２０についてのＳ１－Ｃ／Ｕコネクショ
ンが確立される（ステップ７１１）。
【０１０７】
　上記により、ＵＥ５０とＳ－ＧＷ４０とのコネクションが確立されるため、Ｓ－ＧＷ４
０は、ＵＥ５０への下りデータの送信を開始する（ステップ７１２、Ｓ７１３）。また、
ｅＮＢ１０とＭＭＥ３０間でのＵＥコンテクストが解放されるとともに、ｅＮＢ１０につ
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いてのＳ１－Ｃ／Ｕコネクションが解放される（ステップ７１４）。
【０１０８】
　上記の例では、ステップ７１０のＲＲＣ接続確立手順において、ＵＥ５０は、図１２の
ステップ５０１のメッセージを送信するが、ｅＮＢ２０は、ＵＥ５０に対応するＵＥコン
テクストを保持していないと判断するため、通常のＲＲＣ接続手順が実施される。もしく
は、ｅＮＢ２０は、自身がＵＥ５０に対応するＵＥコンテクストを保持していないと判断
した場合に、ＲＲＣ接続確立手順におけるメッセージによりＵＥ５０から通知されるＰＣ
Ｉ（ＵＥ５０がＵＥコンテクストを保持したセルのｅＮＢ１０を識別するセルＩＤ）等に
基づいて、ｅＮＢ１０からＵＥ５０のＵＥコンテクストを取得し、当該ＵＥコンテクスト
を利用して、ＲＲＣ接続を行うこととしてもよい。
【０１０９】
　＜仕様変更例＞
　次に、図１２、図１３で説明した各種の通知を行う場合における３ＧＰＰ仕様書（３Ｇ
ＰＰ　ＴＳ　３６．３３１、非特許文献４）の記載例（抜粋）を図１５～図１９に示す。
図１５～図１９において、非特許文献４からの変更箇所に下線が引かれている。
【０１１０】
　図１５（ａ）は、図１２のステップ５０１でＵＥ５０から送信されるRRC Connection R
equestメッセージの例を示す。図１５（ａ）に示すように、ue-ContextStoring（例：１
ビット）が追加されている。図１５（ｂ）に示すように、ue-ContextStoringは、ＵＥ５
０が、前回のＲＲＣ接続において使用したＵＥコンテクストを保持していることを示す情
報である。また、図１５（ａ）に示すとおり、S-TMSIが含まれている。
【０１１１】
　図１６（ａ）は、図１２のステップ５０２でｅＮＢ１０から送信されるRRC Connection
 Setupメッセージの例を示す。図１６（ａ）に示すように、ue-ContextStoredとue-Authe
nticationInfoReqが追加されている。
【０１１２】
　図１６（ｂ）に示すように、ue-AuthenticationInfoReqは、ＵＥに対して認証情報を送
信するよう要求する情報である。ue-ContextStoredは、ｅＮＢが、RRC Connection Setup
の対象とするＵＥのＵＥコンテクストを保持することを示す情報である。ＵＥは、この情
報（フィールド）が存在することを検出した場合、当該RRC Connection Setupメッセージ
により通知されるradioRecourceConfigDedicatedフィールドを無視する。なお、前述した
とおり、radioRecourceConfigDedicatedフィールドを無視せずに、これにより通知された
パラメータ値を適用することとしてもよい。
【０１１３】
　図１７は、図１２のステップ５０３においてＵＥ５０から送信されるRRC Connection S
etup Completeメッセージの例を示す。図１７に示すとおり、認証情報であるue-Authenti
cationToken及びue-AuthenticationInfoが追加されている。
【０１１４】
　図１８～図１９は、図１３のステップ６０１においてｅＮＢ１０から送信されるRRC Co
nnection Releaseメッセージの例１、２を示す。
【０１１５】
　図１８は、Cause valueを使用してＵＥコンテクスト保持指示を行う例（例１）を示す
。この場合、図１８（ａ）に示すように、ReleaseCause内にUEcontextHoldingが追加され
る。図１８（ｂ）に示すとおり、ue-ContextHoldingの値は、ＵＥがＲＲＣアイドル状態
の間、ＵＥコンテクストを保持し続ける指示を示す。
【０１１６】
　図１９は、新規indicationを使用してＵＥコンテクスト保持指示を行う例（例２）を示
す。図１９（ａ）に示すように、新規indicationとしてue-ContextHoldingが追加されて
いる。図１９（ｂ）に示すとおり、ue-ContextHoldingは、ＵＥがＲＲＣアイドル状態の
間、ＵＥコンテクストを保持し続ける指示を示す。
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【０１１７】
　＜ＵＥコンテクスト保持機能判定について＞
　図１２等を参照して説明したとおり、実施例２では、ＵＥ５０はＵＥコンテクストを保
持していることをｅＮＢ１０に通知する。これはｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能
（保持したＵＥコンテクストを再利用して再接続を行う機能）に対応していることを前提
としている。
【０１１８】
　しかし、実施例１でも説明したように、全てのｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能に対
応しているとは限らない。例えば、ＵＥ５０が、ｅＮＢ１０の配下でＵＥコンテクストを
保持したままＲＲＣアイドル状態になって、ＵＥコンテクスト保持機能を保持しないｅＮ
Ｂ－Ｘのセルに移動したとする。ここで、ＵＥ５０がＵＥコンテクストを保持しているこ
とを示す情報をｅＮＢ－Ｘに通知しても、ｅＮＢ－Ｘは当該情報を理解できない。安定し
た動作を行う観点から、ＵＥ５０は、在圏するセルのｅＮＢがＵＥコンテクスト保持機能
を有することを確認できた場合に、図１２で説明したＵＥコンテクスト保持通知の動作を
行うことが望ましい。
【０１１９】
　以下、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能を有するか否かをＵＥ５０が判定する例
を説明する。以下では、例２－１～例２－３を説明する。
【０１２０】
　＜例２－１＞
　例２－１では、ｅＮＢ１０は、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応している
か否かを報知情報でＵＥ５０に報知する。当該報知情報としては、例えば、ＭＩＢ、ＳＩ
Ｂ１、ＳＩＢ２を使用することができる。
【０１２１】
　図２０のフローチャートを参照して、ＵＥコンテクスト保持機能の判定に関するＵＥ５
０の動作例を説明する。以下の例では、ｅＮＢ１０はＳＩＢ１を用いてＵＥコンテクスト
保持機能に対応しているか否かを示す情報を報知する。
【０１２２】
　ステップ８０１において、ＵＥ５０はｅＮＢ１０からＳＩＢ１を受信する。ステップ８
０２において、ＵＥ５０は、ＳＩＢ１から、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対
応しているか否かを示す情報を読み取り、当該情報に基づいて、ｅＮＢ１０がＵＥコンテ
クスト保持機能に対応しているか否かを判定する。
【０１２３】
　ステップ８０２の判定結果がＹｅｓ（対応している）の場合、ステップＳ８０３に進み
、ＵＥ５０は、ＲＲＣ接続状態に遷移する場合に、図１２で説明した手順を実行する。す
なわち、ＵＥ５０は、ＵＥコンテクストを保持していることを示す情報の通知等を行う。
【０１２４】
　ステップ８０２の判定結果がＮｏ（対応していない）の場合、ステップＳ８０４に進み
、ＵＥ５０は、ＲＲＣ接続状態に遷移する場合に、保持しているＵＥコンテクストを破棄
して、スペアビットを用いない通常のRRC Connection RequestをｅＮＢ１０に送信する。
【０１２５】
　＜例２－２＞
　例２－２では、ｅＮＢ１０は、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応している
か否かを、ランダムアクセス手順におけるRandom Access ResponseでＵＥ５０に通知する
。
【０１２６】
　図２１のフローチャートを参照して、例２－２におけるＵＥ５０の動作例を説明する。
ここでは、例えば、ＲＲＣアイドル状態にあるＵＥ５０が、ページングを受けて（あるい
は発信を行うために）、ＲＲＣ接続状態に遷移する場合の状況を示している。
【０１２７】
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　ステップ９０１において、ＵＥ５０はｅＮＢ１０にRandom Access Preambleを送信する
。ステップ９０２において、ＵＥ５０はｅＮＢ１０からRandom Access Responseを受信す
る。当該Random Access Responseには、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応し
ているか否かを示す情報が含まれている。
【０１２８】
　ステップ９０３において、ＵＥ５０は、Random Access Responseから、ｅＮＢ１０がＵ
Ｅコンテクスト保持機能に対応しているか否かを示す情報を読み取り、当該情報に基づい
て、ｅＮＢ１０がＵＥコンテクスト保持機能に対応しているか否かを判定する。
【０１２９】
　ステップ９０３の判定結果がＹｅｓ（対応している）の場合、ステップＳ９０４に進み
、ＵＥ５０は、図１２で説明した手順を実行する。すなわち、ＵＥ５０は、ＵＥコンテク
ストを保持していることを示す情報の通知等を行う。
【０１３０】
　ステップ９０３の判定結果がＮｏ（対応していない）の場合、ステップＳ９０５に進み
、ＵＥ５０は、保持しているＵＥコンテクストを破棄して、スペアビットを用いない通常
のRRC Connection RequestをｅＮＢ１０に送信する。
【０１３１】
　例２－２におけるRandom Access Responseのメッセージ例は、例１－２と同様であり、
図９、図１０に示したとおりである。
【０１３２】
　　＜例２－３＞
　例２－３では、ＵＥ５０は、RRC Connection Setupメッセージに、前述したue-Context
Stored（ｅＮＢ１０がＵＥ５０対応のＵＥコンテクストを保持していることを示す情報）
が含まれているか否かでｅＮＢ１０におけるＵＥコンテクスト保持機能対応有無を判定す
る。
【０１３３】
　すなわち、例２－３ではＵＥ５０は常にRRC Connection RequestでＵＥコンテクストを
保持していることをｅＮＢに通知して、図１２に示す動作を実行する。ただし、ここでは
、RRC Connection Setupメッセージに基づいて、ｅＮＢ１０におけるＵＥコンテクスト保
持機能対応有無を判定するのである。
【０１３４】
　図２２のフローチャートを参照して、例２－３におけるＵＥ５０の動作例を説明する。
例えば、ＲＲＣアイドル状態にあるＵＥ５０が、ＲＲＣ接続状態に遷移しようとする場合
に、ステップ１００１において、ＵＥ５０は、ＵＥコンテクストを保持していることを示
す情報を含むRRC Connection RequestメッセージをｅＮＢ１０に送信する。
【０１３５】
　ステップ１００２において、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０からRRC Connection Setupメッセ
ージを受信する。ステップ１００３において、ＵＥ５０は、ue-ContextStoredがRRC Conn
ection Setupメッセージに含まれているか否かの判定を行い、判定結果がＹｅｓ（含まれ
ている）であればステップ１００４に進み、判定結果がＮｏ（含まれていない）であれば
ステップ１００５に進む。
【０１３６】
　ステップ１００４において、ＵＥ５０は、保持していたＵＥコンテクストを継続使用し
、図１２のステップ５０３と同様のRRC Connection Setup CompleteメッセージをｅＮＢ
１０に送信する。
【０１３７】
　ステップ１００５において、ＵＥ５０は、保持していたＵＥコンテクストを破棄し、RR
C Connection Setupメッセージに含まれているRadioResourceConfigDedicated内の設定値
を反映してＵＥコンテクスト（ベアラ、MAC config、PHY config等）を作成し、ｅＮＢ５
０との接続（通信）に使用する。ステップ１００５以降、通常のＲＲＣ接続手順が実行さ
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れる。
【０１３８】
　（変形例）
　次に、実施例１、実施例２のいずれにも適用可能な変形例について説明する。
【０１３９】
　上述したように、本実施の形態においては、ＳＩＢ１、ＳＩＢ２等の信号を用いて、ｅ
ＮＢ１０が、ＵＥコンテクスト保持機能に対応しているか否かをＵＥ５０に通知すること
が可能である。
【０１４０】
　ところで、少量のデータが送受信されるＩｏＴ（Internet of Things）等への適用を想
定して、データをC-planeにおいてＳＲＢ（Signaling Radio Bearer）で送受信すること
で、シグナリング量を削減する方式が提案されている（非特許文献３のSolution 2: Infr
equent small data transmission using pre-established NAS securityに相当）。ここ
ではこの方式を「ＳＲＢ方式」あるいは「cpCIoTEPSOptimisation」あるいは「Control p
lane CIoT EPS Optimisation」あるいは「C-plane solution」と呼ぶ。
【０１４１】
　一方、実施例１、実施例２で説明した方法、もしくは、非特許文献３において、「Solu
tion 18: User plane based solution with AS information stored in RAN」として提案
されている方法のように、U-plane（ＤＲＢ）でデータの送受信を行いつつ、ＵＥコンテ
クストを保持し、再利用することでシグナリング量を削減する方式が提案されている。こ
の方式は、U-planeにおける解決策である。ここではこの方式を「ＤＲＢ方式」あるいは
「U-plane solution」あるいは「User plane CIoT EPS Optimisation」あるいは「upCIoT
EPSOptimisation」と呼ぶ。
【０１４２】
　本変形例では、ｅＮＢ１０が、「C-plane solution」もしくは「U-plane solution」に
対応しているか否かをＵＥ５０に通知する。通知に使う信号は特定の信号に限られないが
、本変形例では、ＳＩＢ２を使用する。
【０１４３】
　図２３、図２４に、本変形例におけるＳＩＢ２の仕様変更例（抜粋）を示す。図２３、
図２４は、非特許文献４からの変更を示すものであり、変更箇所に下線が引かれている。
図２３に示すように、「cpCIoTEPSOptimisationAllowed」、「upCIoTEPSOptimisationAll
owed」が加えられている。図２４に示すように、「cpCIoTEPSOptimisationAllowed」は、
ＵＥが、「Control plane CIoT EPS Optimisation」との接続を行ってよいかどうかを示
す。つまり、ネットワーク（ｅＮＢ）が、「Control plane CIoT EPS Optimisations」を
サポートしているか否かを示す。「upCIoTEPSOptimisationAllowed」は、ＵＥが、「User
 plane CIoT EPS Optimisation」との接続を行ってよいかどうかを示す。つまり、ネット
ワーク（ｅＮＢ）が、「User plane CIoT EPS Optimisation」をサポートしているか否か
を示す。
【０１４４】
　本変形例においては、ＵＥ５０は、少なくとも「Control plane CIoT EPS Optimisatio
n」と「User plane CIoT EPS Optimisation」の両方の機能をサポートしているものとす
る。
【０１４５】
　　＜動作例１＞
　図２５のフローチャートを参照して、変形例において、ＵＥ５０がｅＮＢ１０からＳＩ
Ｂ２を受信した場合におけるＵＥ５０の動作例１を説明する、なお、図２５のフローにお
ける各ステップの説明として、図２７を参照して後述する仕様変更例における記述を載せ
ている。図２５は、ＵＥ５０のセル選択時の動作を示す。ただし、セル選択時の動作に限
られるわけではない。
【０１４６】
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　ステップＳ１０において、ＵＥ５０は、RRC_IDLE状態、あるいは、RRC_CONNECTEDでか
つタイマーT311が起動している状態（例えばリンク障害により、セル選択処理を行ってい
る状態）である。ステップＳ１１において、ＵＥ５０は、「control plane CIoT EPS opt
imization」の方式でアクセスを行っている。
【０１４７】
　ステップＳ１２において、ＵＥ５０は、ＳＩＢ２の中に「cpCIoTEPSOptimisationAllow
ed」が含まれていないかどうかを判断する。つまり、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０が「contro
l plane CIoT EPS optimization」の方式に対応していないかどうかを判断する。
【０１４８】
　ステップＳ１２の判断がＹｅｓとなる場合、ステップＳ１３に進み、ＵＥ５０は、「co
ntrol plane CIoT EPS optimization」の方式を用いないで、セル（ｅＮＢ１０）へのア
クセスを行う。例えば、ＵＥ５０は、「User plane CIoT EPS Optimisation」もしくは従
来の方式（例：図１４のＳ７１０、Ｓ７１１等のＮＡＳ接続を含む方式）でアクセスを行
う。「User plane CIoT EPS Optimisation」を用いる場合、ＵＥ５０は、例えば、図７、
図８で示した処理、もしくは、図２０～図２２で示した処理を実行する。
【０１４９】
　ステップＳ１２の判断がＮｏの場合、ステップＳ１４に進み、ＵＥ５０は、「control 
plane CIoT EPS optimization」の方式を用いてセル（ｅＮＢ１０）へのアクセスを行う
。この例では、本実施の形態における移動通信システムは、非特許文献３の「Solution 2
: Infrequent small data transmission using pre-established NAS security」をサポ
ートしているものとし、ＵＥ５０は、Solution 2に準拠したアクセス手順を実行する。
【０１５０】
　　　＜動作例２＞
　次に、図２６のフローチャートを参照して、変形例において、ＵＥ５０がｅＮＢ１０か
らＳＩＢ２を受信した場合におけるＵＥ５０の動作例２を説明する、なお、図２６のフロ
ーにおける各ステップの説明として、図２８を参照して後述する仕様変更例における記述
を載せている。図２６は、ＵＥ５０のセル選択時の動作を示す。ただし、セル選択時の動
作に限られるわけではない。
【０１５１】
　ステップＳ２０及びＳ２１は、動作例１のステップＳ１０及びＳ１１と同じである。
【０１５２】
　ステップＳ２２において、ＵＥ５０は、ＳＩＢ２の中に「cpCIoTEPSOptimisationAllow
ed」が含まれていないかどうかを判断する。つまり、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０が「contro
l plane CIoT EPS optimization」の方式に対応していないかどうかを判断する。
【０１５３】
　ステップＳ２２の判断がＹｅｓとなる場合、ステップＳ２３に進み、ＵＥ５０は、ＳＩ
Ｂ２の中に「upCIoTEPSOptimisationAllowed」が含まれているかどうかを判断する。つま
り、ＵＥ５０は、ｅＮＢ１０が「User plane CIoT EPS optimization」の方式に対応して
いるかどうかを判断する。
【０１５４】
　ステップＳ２３の判断がＹｅｓとなる場合、ステップＳ２４に進み、ＵＥ５０は、「Us
er plane CIoT EPS Optimisation」の方式でセルへのアクセスを行う。「User plane CIo
T EPS Optimisation」を用いる場合、ＵＥ５０は、例えば、図７、図８で示した処理、も
しくは、図２０～図２２で示した処理を実行する。なお、「upCIoTEPSOptimisationAllow
ed」が含まれていることを確認する動作例２においては、「upCIoTEPSOptimisationAllow
ed」を「基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報」と見なし、ステ
ップＳ２４において、図７のＳ２０３、図８のＳ３０４、図１２に示した手順等を行うこ
ととしてもよい。
【０１５５】
　ステップＳ２３の判断がＮｏの場合、ステップＳ２５に進み、ＵＥ５０は、当該セルへ
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のアクセスは禁止されている（barred）と判断し、例えば、他のセルへのアクセスを試み
る。なお、動作例２では、ネットワークが「C-plane solution」と「U-plane solution」
のいずれにも対応していない場合には、ＵＥ５０は、当該ネットワークにアクセスできな
いことを想定している。つまり、ＵＥ５０が従来のNASに対応しておらず，C/U-plane sol
ution専用のNASにしか対応していないことを想定している。よって、仮にＵＥ５０が従来
のＮＡＳ方式に対応しているのであれば、ステップＳ２５で従来のＮＡＳ方式でアクセス
をしてもよい。
【０１５６】
　ステップＳ２２の判断がＮｏの場合、ステップＳ２６に進み、ＵＥ５０は、動作例１の
ステップＳ１４と同様に、「control plane CIoT EPS optimization」の方式を用いてセ
ル（ｅＮＢ１０）へのアクセスを行う。
【０１５７】
　＜仕様変更例＞
　図２７は、図２５のフローに対応する仕様変更例（抜粋）を示す。図２７は、非特許文
献４からの変更を示すものであり、変更箇所に下線が引かれている。図２７に示すように
、図２５に示したフローの内容が追加されている。
【０１５８】
　図２８は、図２６のフローに対応する仕様変更例（抜粋）を示す。図２８は、非特許文
献４からの変更を示すものであり、変更箇所に下線が引かれている。図２８に示すように
、図２６に示したフローの内容が追加されている。
【０１５９】
　上記のように、変形例の方式を用いることで、ＵＥ５０は、ネットワーク側の対応方式
に応じて、柔軟に方式を選択してアクセスを行うことができる。
【０１６０】
　＜変形例におけるその他の例＞
　本変形例では、ｅＮＢは、ネットワークが「C-plane solution」に対応しているかどう
か、及び、ネットワークが「U-plane solution」に対応しているかどうかを、ＳＩＢ２等
のブロードキャストシステム情報でＵＥ５０に通知する。このような通知を受信したＵＥ
５０は、当該通知の情報（ビット）を上位レイヤ（例：ＮＡＳレイヤ）に転送する。ＵＥ
５０は、当該通知の情報に基づき、ＮＡＳレイヤでの動作を含む、以下に説明する動作を
行うことができる。
【０１６１】
　「U-plane solution」に対応しているＵＥ５０が、例えば図５、図１１、又は図１３に
示す処理により、コンテクストを保持しながらアイドル状態（又はサスペンド状態）にあ
る場合において、ＵＥ５０が、あるセルにおいて、初期ＮＡＳメッセージ（initial NAS 
message）を使用する手順（procedure）を開始するものとする。
【０１６２】
　上記の初期ＮＡＳメッセージは、例えば、ATTACH REQUEST、DETACH REQUEST、TRACKING
 AREA UPDATE REQUEST、SERVICE REQUEST、EXTENDED SERVICE REQUEST、又は、CONTROL P
LANE SERVICE REQUESTである（非特許文献６）。
【０１６３】
　ＵＥ５０がNB-S1 modeの場合、すなわち、ＵＥ５０がNB-IoT用のＵＥである場合におい
て、ＵＥ５０は、上記のＮＡＳレイヤでの手順を開始することをトリガとして、下位レイ
ヤ（例：ＲＲＣレイヤ）にＲＲＣ接続を再開することを要求する。
【０１６４】
　ＵＥ５０がWB-S1 modeの場合、すなわち、ＵＥ５０がNB-IoT以外のＵＥである場合には
、ＵＥ５０は下記の動作を行う。なお、WB-S1 modeとは、non-NB-IoT UE（NB-IoT用では
ないUE）がCIoT EPS optimizationを使用する場合のモードである。
【０１６５】
　ＵＥ５０は、上記のＮＡＳレイヤでの手順を開始することをトリガとして、まず、ネッ
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トワークが「U-plane solution」に対応していることを示す通知をブロードキャストシス
テム情報によりｅＮＢから受信しているかどうかを判断する。ＵＥ５０が、当該通知を受
信している場合、ＵＥ５０は、下位レイヤにＲＲＣ接続を再開することを要求する。そし
て、ＵＥ５０は、例えば、上記通知を「基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを
示す指示情報」と見なし、図７のＳ２０３、図８のＳ３０４、図１２に示した手順を行う
。
【０１６６】
　ＵＥ５０が、「U-plane solution」に対応していることを示す通知をブロードキャスト
システム情報によりｅＮＢから受信していない場合、ＵＥ５０は、SERVICE REQUESTを含
む初期ＮＡＳメッセージ（initial NAS message）を送信し、下位レイヤにＲＲＣ接続の
開始を要求する。この場合、要求を受けた下位レイヤにおいて、ＵＥ５０は、例えば、コ
ンテクストの破棄、及びResume IDの破棄を行って、RRC connection requestの送信を行
う。
【０１６７】
　なお、NB-S1 modeかWB-S1 modeかに関わらずに、ＵＥ５０が、上述したWB-S1 modeの動
作を行うこととしてもよい。
【０１６８】
　上記の動作に対応する仕様変更例を図２９に示す。図２９において、非特許文献６から
の抜粋に対し、上記動作に対応する変更箇所に下線が引かれている。図２９に示す仕様の
箇所のうち、「Upon trigger of a procedure using an initial NAS message when in E
MM-IDLE mode with suspend indication, the UE in NB-S1 mode shall request the low
er layer to resume the RRC connection. In this request to the lower layer the NA
S shall provide to the lower layer the RRC establishment cause and the call type
 according to annex D of this document;」と「Upon trigger of a procedure using a
n initial NAS message when in EMM-IDLE mode with suspend indication, if support 
of Use plane CIoT EPS optimization is received as part of the broadcast system i
nformation, the UE in WB-S1 mode shall request the lower layer to resume the RRC
 connection. In this request to the lower layer the NAS shall provide to the low
er layer the RRC establishment cause and the call type according to annex D of t
his document. If support of Use plane CIoT EPS optimization is not received as p
art of the broadcast system information, the UE in WB-S1 mode shall send an init
ial NAS message including SERVICE REQUEST and request the lower layer to initiat
e an RRC connection ;」が上記の動作に対応する。なお、「in EMM-IDLE mode with sus
pend indication」は、ＵＥ５０が、コンテクストを保持したままアイドル状態にあるこ
とを示す。
【０１６９】
　また、本例では、WB-S1 modeのＵＥ５０は、ネットワークが「C-plane solution」に対
応していることを示す情報をブロードキャストシステム情報でｅＮＢから受信しない場合
、ATTACH REQUESTで、「C-plane solution」の使用をｅＮＢ側にリクエストしない。この
動作に対応する仕様変更例を図３０に示す。図３０において、非特許文献６からの抜粋に
対し、上記動作に対応する変更箇所に下線が引かれている。図３０に示す仕様の箇所のう
ち、「In WB-S1 mode, if the PLMN support of control plane CIoT EPS optimization 
is not received as part of the broadcast system information, then the UE shall n
ot request "control plane CIoT EPS optimization" in the Additional update type I
E of the ATTACH REQUEST message.」が上記動作に対応する。
【０１７０】
　また、本例では、WB-S1 modeのＵＥ５０は、ネットワークが「C-plane solution」に対
応していることを示す情報をブロードキャストシステム情報でｅＮＢから受信しない場合
、TRACKING AREA UPDATE REQUESTで、「C-plane solution」の使用をｅＮＢ側にリクエス
トしない。この動作に対応する仕様変更例を図３１に示す。図３１において、非特許文献
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６からの抜粋に対し、上記動作に対応する変更箇所に下線が引かれている。図３１に示す
仕様の箇所のうち、「In WB-S1 mode, if the PLMN support of control plane CIoT EPS
 optimization is not received as part of the broadcast system information, then 
the UE shall not request "control plane CIoT EPS optimization" in the Additional
 update type IE of the TRACKING AREA UPDATE REQUEST message.」が上記動作に対応す
る。
【０１７１】
　また、ＵＥ５０がNon-NB-IoT UEである場合において、ＵＥ５０が「C-plane solution
」を使用している状態で、あるセルに移動し、当該セルでSERVICE REQUESTを起動する場
合において、ＵＥ５０は、下記の動作を行う。
【０１７２】
　ＵＥ５０は、ネットワークが「C-plane solution」に対応していることを示す情報をブ
ロードキャストシステム情報でｅＮＢから受信する場合、専用のCONTROL PLANE SERVICE 
REQUESTを送信し、EMM-SERVICE-REQUEST-INITIATEDの状態に入る。また、ＵＥ５０は、ネ
ットワークが「C-plane solution」に対応していることを示す情報をブロードキャストシ
ステム情報でｅＮＢから受信しない場合、SERVICE REQUEST又はEXTENDED SERVICE REQUES
Tを送信し、EMM-SERVICE-REQUEST-INITIATEDの状態に入る。
【０１７３】
　上記の動作に対応する仕様変更例を図３２に示す。図３２において、非特許文献６から
の抜粋に対し、上記動作に対応する変更箇所に下線が引かれている。図３２に示す仕様の
箇所のうち、「In WB-S1 mode, if the PLMN support of control plane CIoT EPS optim
ization is received as part of the broadcast system information, the UE sends a 
CONTROL PLANE SERVICE REQUEST message, start T3417 and enter the state EMM-SERVI
CE-REQUEST-INITIATED. Otherwise, the UE sends a SERVICE REQUEST or EXTENDED SERV
ICE REQUEST message, start T3417 or T3417ext and enter the state EMM-SERVICE-REQ
UEST-INITIATED .」が上記動作に対応する。ＵＥ５０は、「C-plane solution」に対応し
ていることを示す情報をブロードキャストシステム情報でｅＮＢから受信しない場合、図
３３に示す複数手順の中のいずれかの手順を実行する。
【０１７４】
　（装置構成例）
　次に、本発明の実施の形態における装置の構成例を説明する。以下で説明する各装置の
構成は、発明の実施の形態に特に関連する機能部のみを示すものであり、少なくともＬＴ
Ｅ（ＥＰＣを含む意味のＬＴＥ）に準拠した通信システムにおける装置として動作するた
めの図示しない機能も有するものである。また、各図に示す機能構成は一例に過ぎない。
本実施の形態に係る動作を実行できるのであれば、機能区分や機能部の名称はどのような
ものでもよい。
【０１７５】
　各装置は、実施例１と実施例２の両方の機能を備えてもよいし、実施例１と実施例２の
うちのいずれか一方を備えることとしてもよい。また、各装置は、実施例１と実施例２と
変形例の全ての機能を備えてもよいし、「実施例１及び変形例」と「実施例２及び変形例
」のうちのいずれか一方を備えることとしてもよい。以下の説明では、各装置は少なくと
も実施例１と実施例２の両方の機能を備えるものとする。
【０１７６】
　　＜ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷの構成例＞
　まず、図３４を参照して、ＭＭＥ３０とＳ－ＧＷ４０の構成例を説明する。図３４に示
すように、ＭＭＥ３０は、ｅＮＢ通信部３１、ＳＧＷ通信部３２、通信制御部３３を含む
。
【０１７７】
　ｅＮＢ通信部３１は、ｅＮＢとの間でＳ１－ＭＭＥインターフェースによる制御信号の
送受信を行う機能を含む。ＳＧＷ通信部３２は、Ｓ－ＧＷとの間でＳ１１インターフェー



(25) JP 2017-208794 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

スによる制御信号の送受信を行う機能を含む。
【０１７８】
　また、Ｓ－ＧＷ４０は、ｅＮＢ通信部４１、ＭＭＥ通信部４２、ＮＷ通信部４３、通信
制御部４４を含む。ｅＮＢ通信部４１は、ｅＮＢとの間でＳ１－Ｕインターフェースによ
るデータの送受信を行う機能を含む。ＭＭＥ通信部４２は、ＭＭＥとの間でＳ１１インタ
ーフェースによる制御信号の送受信を行う機能を含む。ＮＷ通信部４３は、コアＮＷ側の
ノード装置との間で制御信号の送受信及びデータの送受信を行う機能を含む。
【０１７９】
　なお、ここまでの説明は実施例１と実施例２で共通である。以下では特に、実施例２（
非特許文献３とは異なる方式）についての機能を説明する。
【０１８０】
　通信制御部３３は、ｅＮＢからコネクション維持指示信号を受信した場合に、当該コネ
クション維持指示信号をＳ－ＧＷに送信するようＳＧＷ通信部３２に指示するとともに、
Ｓ－ＧＷから確認応答を受信した場合に、当該確認応答をｅＮＢに送信するようＳＧＷ通
信部３２に指示する機能を含む。
【０１８１】
　通信制御部４４は、ＭＭＥからコネクション維持指示信号を受信した場合に、確認応答
をＭＭＥに送信するようＭＭＥ通信部４２に指示する機能を含む。また、通信制御部４４
は、ＭＭＥからコネクション維持指示信号を受信している場合において、該当ＵＥへの下
りデータを受信した場合に、当該下りデータをバッファに保留しておくようにＮＷ通信部
４３に指示し、ＲＲＣ接続確立完了をｅＮＢから受信した場合に、当該下りデータを送信
するようにＮＷ通信部４３に指示する機能を含む。
【０１８２】
　なお、ＭＭＥ３０とＳ－ＧＷ４０を１つの装置として構成することもできる。その場合
、ＳＧＷ通信部３２とＭＭＥ通信部４２間のＳ１１インターフェースの通信は、装置内部
の通信となる。
【０１８３】
　次に、本発明の実施の形態（実施例１、実施例２、及び変形例を含む）におけるＵＥ５
０とｅＮＢ１０の構成例を説明する。
【０１８４】
　　＜ユーザ装置ＵＥ＞
　図３５に、ユーザ装置（ＵＥ５０）の機能構成図を示す。図３５に示すように、ＵＥ５
０は、ＤＬ信号受信部５１、ＵＬ信号送信部５２、ＲＲＣ処理部５３、ＵＥコンテクスト
管理部５４を備える。なお、図３５は、ＵＥ５０において本発明に特に関連する機能部の
みを示すものであり、ＵＥ５０は、少なくともＬＴＥに準拠した動作を行うための図示し
ない機能も有するものである。
【０１８５】
　ＤＬ信号受信部５１は、基地局ｅＮＢから各種の下り信号を受信し、受信した物理レイ
ヤの信号からより上位のレイヤの情報を取得する機能を含み、ＵＬ信号送信部５２は、Ｕ
Ｅ５０から送信されるべき上位のレイヤの情報から、物理レイヤの各種信号を生成し、基
地局ｅＮＢに対して送信する機能を含む。
【０１８６】
　ＲＲＣ処理部５３は、図７～図１０、図１２、図１３、図１５～図２２、図２５、図２
６、図２９～図３３等を参照して説明した、ＵＥ側の判定処理、ＲＲＣメッセージの生成
・送信・受信（送信はＵＬ信号送信部５２を介した送信、受信はＤＬ信号受信部５１を介
した受信）、ＤＬ信号受信部５１により受信した報知情報及びＲＲＣメッセージの解釈、
ＮＡＳメッセージの生成・送信・受信（送信はＵＬ信号送信部５２を介した送信、受信は
ＤＬ信号受信部５１を介した受信）、ＮＡＳレイヤから下位レイヤへの要求、U/C plane
対応情報の上位レイヤへの通知等を行う。また、図８～図１０、図２１を参照して説明し
たランダムアクセス手順におけるＭＡＣ信号の送受信は、ＤＬ信号受信部５１とＵＬ信号
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送信部５２により行うこととしてもよい。また、ＲＲＣ処理部５３は、ＵＥコンテクスト
管理部５４に保持しておいたＵＥコンテクストを利用してＲＲＣ接続を再開する機能等も
含む。また、ＲＲＣ処理部５３は、ＲＲＣ接続を再開しない場合（例：ｅＮＢが保持機能
に対応していない場合、又は、U-plane solutionをサポートすることを示すシステム情報
をｅＮＢから受信しない場合等）において、保持していたＵＥコンテクストを破棄して、
RRC connection requestによりＲＲＣ接続を開始する機能を含む。また、ＲＲＣ処理部５
３は、ＵＥコンテクスト管理部５４に保持しておいたＵＥコンテクストを利用してＲＲＣ
接続を再開する機能も含む。なお、本実施の形態では、ＲＲＣ処理部５３は、ＮＡＳレイ
ヤの処理も行うこととしていることから、ＲＲＣ処理部５３をＲＲＣ・ＮＡＳ処理部５３
と称してもよい。
【０１８７】
　ＵＥコンテクスト管理部５４は、メモリ等の記憶手段を含み、例えば、図５のステップ
１０７、図１３等で説明した指示に基づいて、ＲＲＣ保留状態／ＲＲＣアイドル状態にお
いてＵＥコンテクスト及びＵＥ識別子（S-TMSI等）を保持する。また、図１２に示す手順
においては、ＵＥコンテクストの保持の有無を判断し、ＵＥコンテクストを保持している
場合には、ＵＥコンテクストを保持していることを示す情報を通知するよう、ＲＲＣ処理
部５３に指示する。
【０１８８】
　図３５に示すＵＥ５０の構成は、全体をハードウェア回路（例：１つ又は複数のＩＣチ
ップ）で実現してもよいし、一部をハードウェア回路で構成し、その他の部分をＣＰＵと
プログラムとで実現してもよい。
【０１８９】
　図３６は、ＵＥ５０のハードウェア（ＨＷ）構成の例を示す図である。図３６は、図３
５よりも実装例に近い構成を示している。図３６に示すように、ＵＥは、無線信号に関す
る処理を行うＲＥ（Ｒａｄｉｏ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）モジュール１５１と、ベースバン
ド信号処理を行うＢＢ（Ｂａｓｅ　Ｂａｎｄ）処理モジュール１５２と、上位レイヤ等の
処理を行う装置制御モジュール１５３と、ＵＳＩＭカードにアクセスするインタフェース
であるＵＳＩＭスロット１５４とを有する。
【０１９０】
　ＲＥモジュール１５１は、ＢＢ処理モジュール１５２から受信したデジタルベースバン
ド信号に対して、Ｄ／Ａ（Ｄｉｇｉｔａｌ－ｔｏ－Ａｎａｌｏｇ）変換、変調、周波数変
換、及び電力増幅等を行うことでアンテナから送信すべき無線信号を生成する。また、受
信した無線信号に対して、周波数変換、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ）
変換、復調等を行うことでデジタルベースバンド信号を生成し、ＢＢ処理モジュール１５
２に渡す。ＲＥモジュール１５１は、例えば、図３５のＤＬ信号受信部５１及びＵＬ信号
送信部５２における物理レイヤ等の機能を含む。
【０１９１】
　ＢＢ処理モジュール１５２は、ＩＰパケットとデジタルベースバンド信号とを相互に変
換する処理を行う。ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）１６
２は、ＢＢ処理モジュール１５２における信号処理を行うプロセッサである。メモリ１７
２は、ＤＳＰ１６２のワークエリアとして使用される。ＢＢ処理モジュール１５２は、例
えば、図３５のＤＬ信号受信部５１及びＵＬ信号送信部５２におけるレイヤ２等の機能、
ＲＲＣ処理部５３及びＵＥコンテクスト管理部５４を含む。なお、ＲＲＣ処理部５３及び
ＵＥコンテクスト管理部５４の機能の全部又は一部を装置制御モジュール１５３に含める
こととしてもよい。
【０１９２】
　装置制御モジュール１５３は、ＩＰレイヤのプロトコル処理、各種アプリケーションの
処理等を行う。プロセッサ１６３は、装置制御モジュール１５３が行う処理を行うプロセ
ッサである。メモリ１７３は、プロセッサ１６３のワークエリアとして使用される。また
、プロセッサ１６３は、ＵＳＩＭスロット１５４を介してＵＳＩＭとの間でデータの読出
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し及び書込みを行う。
【０１９３】
　　＜基地局ｅＮＢ＞
　図３７に、基地局ｅＮＢ（ｅＮＢ１０）の機能構成図を示す。図３６に示すように、ｅ
ＮＢ１０は、ＤＬ信号送信部１１、ＵＬ信号受信部１２、ＲＲＣ処理部１３、ＵＥコンテ
クスト管理部１４、認証部１５、ＮＷ通信部１６を備える。なお、図３７は、ｅＮＢ１０
において本発明の実施の形態に特に関連する機能部のみを示すものであり、ｅＮＢ１０は
、少なくともＬＴＥ方式に準拠した動作を行うための図示しない機能も有するものである
。
【０１９４】
　ＤＬ信号送信部１１は、ｅＮＢ１０から送信されるべき上位のレイヤの情報から、物理
レイヤの各種信号を生成し、送信する機能を含む。ＵＬ信号受信部１２は、ユーザ装置Ｕ
Ｅから各種の上り信号を受信し、受信した物理レイヤの信号からより上位のレイヤの情報
を取得する機能を含む。
【０１９５】
　ＲＲＣ処理部１３は、図７～図１０、図１２、図１３、図１５～図２２、図２５、図２
６等を参照して説明した、ｅＮＢ側の判定処理、ＲＲＣメッセージ及び報知情報の生成・
送信（送信はＤＬ信号送信部１１を介した送信）、ＵＬ信号受信部１２により受信したＲ
ＲＣメッセージの解釈等を行う。また、図８～図１０、図２１を参照して説明したランダ
ムアクセス手順におけるＭＡＣ信号の送受信は、ＤＬ信号送信部１１とＵＬ信号受信部１
２により行うこととしてもよい。また、ＲＲＣ処理部１３は、ＵＥコンテクスト管理部１
４に保持しておいたＵＥコンテクストを利用してＲＲＣ接続を再開する機能等も含む。
【０１９６】
　ＵＥコンテクスト管理部１４は、メモリ等の記憶手段を含み、例えば、図５のステップ
１０７、図１３等で説明した指示の送信に基づいて、ＲＲＣ保留状態／ＲＲＣアイドル状
態においてＵＥコンテクスト及びＵＥ識別子（S-TMSI等）を保持する。また、図１２に示
す手順においては、ＵＥから受信するＵＥ識別子に基づいて、ＵＥコンテクストを検索し
、ＵＥコンテクストが保持されていることを確認したら、ＵＥコンテクストが保持されて
いることを示す通知、及び、認証情報の要求をＲＲＣ処理部１３に指示する。
【０１９７】
　認証部１５は、図１２に示したステップ５０３において、ＵＥから認証情報を受信し、
ＵＥの認証を行う機能を含む。
【０１９８】
　ＮＷ通信部１６は、Ｓ１－ＭＭＥインターフェースでＭＭＥとの間で制御信号を送受信
する機能、及び、Ｓ１－ＵインターフェースでＳ－ＧＷとの間でデータを送受信する機能
、コネクション維持指示信号の送信機能、ＲＲＣ接続確立完了の送信の送信機能等を含む
。
【０１９９】
　図３７に示すｅＮＢ１０の構成は、全体をハードウェア回路（例：１つ又は複数のＩＣ
チップ）で実現してもよいし、一部をハードウェア回路で構成し、その他の部分をＣＰＵ
とプログラムとで実現してもよい。
【０２００】
　図３８は、ｅＮＢ１０のハードウェア（ＨＷ）構成の例を示す図である。図３８は、図
３７よりも実装例に近い構成を示している。図３８に示すように、ｅＮＢ１０は、無線信
号に関する処理を行うＲＥモジュール２５１と、ベースバンド信号処理を行うＢＢ処理モ
ジュール２５２と、上位レイヤ等の処理を行う装置制御モジュール２５３と、ネットワー
クと接続するためのインタフェースである通信ＩＦ２５４とを有する。
【０２０１】
　ＲＥモジュール２５１は、ＢＢ処理モジュール２５２から受信したデジタルベースバン
ド信号に対して、Ｄ／Ａ変換、変調、周波数変換、及び電力増幅等を行うことでアンテナ
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から送信すべき無線信号を生成する。また、受信した無線信号に対して、周波数変換、Ａ
／Ｄ変換、復調等を行うことでデジタルベースバンド信号を生成し、ＢＢ処理モジュール
２５２に渡す。ＲＥモジュール２５１は、例えば、図３７のＤＬ信号送信部１１及びＵＬ
信号受信部１２における物理レイヤ等の機能を含む。
【０２０２】
　ＢＢ処理モジュール２５２は、ＩＰパケットとデジタルベースバンド信号とを相互に変
換する処理を行う。ＤＳＰ２６２は、ＢＢ処理モジュール２５２における信号処理を行う
プロセッサである。メモリ２７２は、ＤＳＰ２５２のワークエリアとして使用される。Ｂ
Ｂ処理モジュール２５２は、例えば、図３７のＤＬ信号送信部１１及びＵＬ信号受信部１
２におけるレイヤ２等の機能、ＲＲＣ処理部１３、ＵＥコンテクスト管理部１４、認証部
１５を含む。なお、ＲＲＣ処理部１３、ＵＥコンテクスト管理部１４、認証部１５の機能
の全部又は一部を装置制御モジュール２５３に含めることとしてもよい。
【０２０３】
　装置制御モジュール２５３は、ＩＰレイヤのプロトコル処理、ＯＡＭ処理等を行う。プ
ロセッサ２６３は、装置制御モジュール２５３が行う処理を行うプロセッサである。メモ
リ２７３は、プロセッサ２６３のワークエリアとして使用される。補助記憶装置２８３は
、例えばＨＤＤ等であり、基地局ｅＮＢ自身が動作するための各種設定情報等が格納され
る。
【０２０４】
　なお、図３４～図３８に示す装置の構成（機能区分）は、本実施の形態（実施例１と実
施例２を含む）で説明する処理を実現する構成の一例に過ぎない。本実施の形態（実施例
１と実施例２と変形例を含む）で説明する処理を実現できるのであれば、その実装方法（
具体的な機能部の配置、名称等）は、特定の実装方法に限定されない。
【０２０５】
　（実施の形態のまとめ）
　以上、説明したように、本実施の形態により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持さ
れるコンテクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システム
における前記ユーザ装置であって、前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能
を有するか否かを示す指示情報を受信する受信手段と、前記受信手段により受信した前記
指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを判定する判定手
段と、前記判定手段により、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場
合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテ
クスト保持情報を含むメッセージを、前記基地局に送信する送信手段とを備えるユーザ装
置が提供される。
【０２０６】
　上記の構成により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再
利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおいて、基地局がコンテ
クスト情報を再利用する機能を保持するか否かをユーザ装置により判定することが可能と
なる。
【０２０７】
　前記受信手段は、例えば、報知情報又はランダムアクセスレスポンスに含まれる前記指
示情報を受信する。この構成により、新規な信号を導入することなくユーザ装置は指示信
号を受信できる。
【０２０８】
　前記送信手段は、例えば、コンテクスト情報を保持する状態として接続保留状態を有す
る方式における再開ＩＤを前記コンテクスト保持情報として使用し、当該再開ＩＤを含む
接続再開要求メッセージを前記メッセージとして前記基地局に送信する。この構成によれ
ば、例えば、非特許文献３に記載された方式において、基地局がコンテクスト情報を再利
用する機能を保持するか否かをユーザ装置により判定することが可能となる。
【０２０９】
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　前記送信手段は、前記コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを前記基地局に
送信することとしてもよい。この構成により、コンテクスト情報を再利用する機能を保持
することが確認された基地局に接続要求メッセージを送信でき、コンテクスト情報を再利
用した接続確立を確実に行うことができる。
【０２１０】
　また、本実施の形態により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト
情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユー
ザ装置であって、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを
示す第１コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを、前記基地局に送信する送信
手段と、前記基地局から受信する接続設定メッセージの中に、前記基地局が前記ユーザ装
置に対応付けられた基地局側コンテクスト情報を保持していることを示す第２コンテクス
ト保持情報が含まれているか否かを判定する判定手段と、前記判定手段により、前記接続
設定メッセージの中に第２コンテクスト保持情報が含まれていると判定される場合に、前
記ユーザ装置側コンテクスト情報を利用して、前記基地局との間で接続を確立する接続手
段とを備えるユーザ装置が提供される。
【０２１１】
　上記の構成により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再
利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおいて、基地局がコンテ
クスト情報を再利用する機能を保持するか否かをユーザ装置により判定することが可能と
なる。
【０２１２】
　また、本実施の形態により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト
情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地
局であって、前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記
ユーザ装置に送信する送信手段と、前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前
記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ
装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセー
ジを、前記ユーザ装置から受信する受信手段とを備える基地局が提供される。
【０２１３】
　上記の構成により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再
利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおいて、基地局がコンテ
クスト情報を再利用する機能を保持するか否かをユーザ装置により判定することが可能と
なる。
【０２１４】
　前記送信手段は、例えば、前記指示情報を含む報知情報又はランダムアクセスレスポン
スを前記ユーザ装置に送信する。この構成により、新規な信号を導入することなくユーザ
装置は指示信号を受信できる。
【０２１５】
　前記受信手段は、前記コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを前記ユーザ装
置から受信することとしてもよい。この構成により、コンテクスト情報を再利用する機能
を保持することが確認された基地局が接続要求メッセージを受信でき、コンテクスト情報
を再利用した接続確立を確実に行うことができる。
【０２１６】
　また、本実施の形態により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト
情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユー
ザ装置であって、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを
示す第１コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを、前記基地局に送信する送信
手段と、前記基地局が前記ユーザ装置に対応付けられた基地局側コンテクスト情報を保持
していることを示す第２コンテクスト保持情報を含む接続設定メッセージを、前記基地局
から受信する受信手段と、前記接続設定メッセージを受信した後、前記ユーザ装置側コン
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テクスト情報を利用して、前記基地局との間で接続を確立する接続手段とを備えるユーザ
装置が提供される。
【０２１７】
　上記の構成により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再
利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおいて、ユーザ装置がコ
ンテクスト情報を保持しているか否かを基地局により判定することが可能となる。
【０２１８】
　前記接続設定メッセージは、前記第２コンテクスト保持情報に加えて、前記ユーザ装置
に対する認証情報の送信要求を含み、前記送信手段は、当該送信要求に基づいて、認証情
報を前記基地局に送信することとしてもよい。この構成により、基地局がユーザ装置を認
証してから接続を確立することができる。
【０２１９】
　前記送信手段は、例えば、前記認証情報を含む接続設定完了メッセージを前記基地局に
送信する。この構成により、認証情報を特別なメッセージで送る必要がなくなり、メッセ
ージを削減できる。
【０２２０】
　前記受信手段は、前記ユーザ装置を接続状態からアイドル状態に遷移させる接続解放メ
ッセージを前記基地局から受信し、当該接続解放メッセージの中から、前記ユーザ装置側
コンテクスト情報を保持することを指示する情報を検知した場合に、前記アイドル状態の
間、前記ユーザ装置側コンテクスト情報を記憶手段に保持することとしてもよい。この構
成により、ユーザ装置は、指示を受けない場合には、ユーザ装置側コンテクスト情報を保
持しなくてもよく、無駄にユーザ装置側コンテクスト情報を保持することを回避できる。
【０２２１】
　また、本実施の形態により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト
情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地
局であって、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示す
第１コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを、前記ユーザ装置から受信する受
信手段と、前記接続要求メッセージを受信したことに応じて、前記基地局が前記ユーザ装
置に対応付けられた基地局側コンテクスト情報を保持していることを示す第２コンテクス
ト保持情報を含む接続設定メッセージを、前記ユーザ装置に送信する送信手段と、前記接
続設定メッセージを送信した後、前記基地局側コンテクスト情報を利用して、前記ユーザ
装置との間で接続を確立する接続手段とを備える基地局が提供される。
【０２２２】
　上記の構成により、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再
利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおいて、ユーザ装置がコ
ンテクスト情報を保持しているか否かを基地局により判定することが可能となる。
【０２２３】
　前記受信手段は、例えば、前記接続要求メッセージから前記ユーザ装置の識別子を取得
し、保持される複数の基地局側コンテクスト情報から、当該識別子に対応する基地局側コ
ンテクスト情報を検索する。このように、識別子を使用することで、確実にユーザ装置に
対応付けられた基地局側コンテクスト情報を検出することができる。
【０２２４】
　前記接続設定メッセージは、前記第２コンテクスト保持情報に加えて、前記ユーザ装置
に対する認証情報の送信要求を含み、前記送信要求に基づいて、前記ユーザ装置から送信
された認証情報を用いて前記ユーザ装置の認証を行う認証手段を備えてもよい。この構成
により、基地局がユーザ装置を認証してから接続を確立することができる。
【０２２５】
　前記送信手段は、前記ユーザ装置を接続状態からアイドル状態に遷移させる接続解放メ
ッセージの中に、前記ユーザ装置側コンテクスト情報を保持することを指示する情報を含
め、当該接続解放メッセージを前記ユーザ装置に送信することとしてもよい。この構成に
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より、ユーザ装置は、指示を受けない場合には、ユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
なくてもよく、無駄にユーザ装置側コンテクスト情報を保持することを回避できる。
【０２２６】
　なお、上記の各装置の構成における「手段」を、「部」、「回路」、「デバイス」等に
置き換えてもよい。
【０２２７】
　以上、本発明の実施の形態を説明してきたが、開示される発明はそのような実施形態に
限定されず、当業者は様々な変形例、修正例、代替例、置換例等を理解するであろう。発
明の理解を促すため具体的な数値例を用いて説明がなされたが、特に断りのない限り、そ
れらの数値は単なる一例に過ぎず適切な如何なる値が使用されてもよい。上記の説明にお
ける項目の区分けは本発明に本質的ではなく、２以上の項目に記載された事項が必要に応
じて組み合わせて使用されてよいし、ある項目に記載された事項が、別の項目に記載され
た事項に（矛盾しない限り）適用されてよい。機能ブロック図における機能部又は処理部
の境界は必ずしも物理的な部品の境界に対応するとは限らない。複数の機能部の動作が物
理的には１つの部品で行われてもよいし、あるいは１つの機能部の動作が物理的には複数
の部品により行われてもよい。説明の便宜上、各装置は機能的なブロック図を用いて説明
されたが、そのような装置はハードウェアで、ソフトウェアで又はそれらの組み合わせで
実現されてもよい。本発明の実施の形態に従って当該装置が有するプロセッサにより動作
するソフトウェアは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、読み取り
専用メモリ（ＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、レジスタ、ハードディスク（ＨＤＤ
）、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、データベース、サーバその他の適切な如何な
る記憶媒体に保存されてもよい。
【０２２８】
　また、本明細書で説明した各態様／実施形態の処理手順、シーケンスなどは、矛盾の無
い限り、順序を入れ替えてもよい。例えば、本明細書で説明した方法については、例示的
な順序で様々なステップの要素を提示しており、提示した特定の順序に限定されない。
【０２２９】
　入出力された情報等は特定の場所（例えば、メモリ）に保存されてもよいし、管理テー
ブルで管理してもよい。入出力される情報等は、上書き、更新、または追記され得る。出
力された情報等は削除されてもよい。入力された情報等は他の装置へ送信されてもよい。
【０２３０】
　所定の情報の通知（例えば、「Ｘであること」の通知）は、明示的に行うものに限られ
ず、暗黙的（例えば、当該所定の情報の通知を行わない）ことによって行われてもよい。
【０２３１】
　本明細書で説明した情報、信号などは、様々な異なる技術のいずれかを使用して表され
てもよい。例えば、上記の説明全体に渡って言及され得るデータ、命令、コマンド、情報
、信号、ビット、シンボル、チップなどは、電圧、電流、電磁波、磁界若しくは磁性粒子
、光場若しくは光子、又はこれらの任意の組み合わせによって表されてもよい。
【０２３２】
　なお、本明細書で説明した用語及び／又は本明細書の理解に必要な用語については、同
一の又は類似する意味を有する用語と置き換えてもよい。例えば、メッセージは信号であ
ってもよい。
【０２３３】
　また、本明細書で説明した情報、パラメータなどは、絶対値で表されてもよいし、所定
の値からの相対値で表されてもよいし、対応する別の情報で表されてもよい。
【０２３４】
　本発明は上記実施形態に限定されず、本発明の精神から逸脱することなく、様々な変形
例、修正例、代替例、置換例等が本発明に包含される。
【符号の説明】
【０２３５】
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１０、２０　ｅＮＢ
１１　ＤＬ信号送信部
１２　ＵＬ信号受信部
１３　ＲＲＣ処理部
１４　ＵＥコンテクスト管理部
１５　認証部
１６　ＮＷ通信部
３０　ＭＭＥ
３１　ｅＮＢ通信部
３２　ＳＧＷ通信部
３３　通信制御部
４０　Ｓ－ＧＷ
４１　ｅＮＢ通信部
４２　ＭＭＥ通信部
４３　ＮＷ通信部
４４　通信制御部
５０　ＵＥ
５１　ＤＬ信号受信部
５２　ＵＬ信号送信部
５３　ＲＲＣ処理部
５４　ＵＥコンテクスト管理部
１５１　ＲＥモジュール
１５２　ＢＢ処理モジュール
１５３　装置制御モジュール
１５４　ＵＳＩＭスロット
２５１　ＲＥモジュール
２５２　ＢＢ処理モジュール
２５３　装置制御モジュール
２５４　通信ＩＦ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月27日(2017.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、当該基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う
機能を有するか否かを示す指示情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有するか
否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記基地局が前記機能を有すると判定される場合に、前記ユーザ
装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクスト保持情報を
含むメッセージを、前記基地局に送信する送信手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置。
【請求項２】
　前記受信手段は、報知情報又はランダムアクセスレスポンスに含まれる前記指示情報を
受信する
　ことを特徴とする請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、コンテクスト情報を保持する状態として接続保留状態を有する方式に
おける再開ＩＤを前記コンテクスト保持情報として使用し、当該再開ＩＤを含む接続再開
要求メッセージを前記メッセージとして前記基地局に送信する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のユーザ装置。
【請求項４】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地局であって、
　前記基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う機能を有するか否
かを示す指示情報を、前記ユーザ装置に送信する送信手段と、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有すると判
定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを
示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信する受信手段と
　を備えることを特徴とする基地局。
【請求項５】
　前記送信手段は、前記指示情報を含む報知情報又はランダムアクセスレスポンスを前記
ユーザ装置に送信する
　ことを特徴とする請求項４に記載の基地局。
【請求項６】
　前記受信手段は、再開ＩＤを含む接続再開要求メッセージを前記メッセージとして前記
ユーザ装置から受信する
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の基地局。
【請求項７】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置が実行する接続確立方
法であって、
　前記基地局から、当該基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う
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機能を有するか否かを示す指示情報を受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信した前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有す
るか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記基地局が前記機能を有すると判定される場合に、前記ユ
ーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクスト保持情
報を含むメッセージを前記基地局に送信する送信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法。
【請求項８】
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地局が実行する接続確立方法で
あって、
　前記基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う機能を有するか否
かを示す指示情報を、前記ユーザ装置に送信する送信ステップと、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有すると判
定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを
示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信する受信ステッ
プと
　を備えることを特徴とする接続確立方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクス
ト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユ
ーザ装置であって、
　前記基地局から、当該基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う
機能を有するか否かを示す指示情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有するか
否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記基地局が前記機能を有すると判定される場合に、前記ユーザ
装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクスト保持情報を
含むメッセージを、前記基地局に送信する送信手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記基地局であって、
　前記基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う機能を有するか否
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かを示す指示情報を、前記ユーザ装置に送信する送信手段と、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有すると判
定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを
示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信する受信手段と
　を備えることを特徴とする基地局が提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記ユーザ装置が実行する接続確立方法であって、
　前記基地局から、当該基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う
機能を有するか否かを示す指示情報を受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信した前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有す
るか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記基地局が前記機能を有すると判定される場合に、前記ユ
ーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクスト保持情
報を含むメッセージを前記基地局に送信する送信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法が提供される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、本発明の実施の形態によれば、ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコン
テクスト情報を再利用して接続確立を行う機能をサポートする移動通信システムにおける
前記基地局が実行する接続確立方法であって、
　前記基地局が、保持したコンテクストを再利用してＲＲＣ接続を行う機能を有するか否
かを示す指示情報を、前記ユーザ装置に送信する送信ステップと、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局が前記機能を有すると判
定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを
示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信する受信ステッ
プと
　を備えることを特徴とする接続確立方法が提供される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２５】
　前記送信手段は、前記ユーザ装置を接続状態からアイドル状態に遷移させる接続解放メ
ッセージの中に、前記ユーザ装置側コンテクスト情報を保持することを指示する情報を含
め、当該接続解放メッセージを前記ユーザ装置に送信することとしてもよい。この構成に
より、ユーザ装置は、指示を受けない場合には、ユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
なくてもよく、無駄にユーザ装置側コンテクスト情報を保持することを回避できる。
　明細書には以下の事項が開示されている。
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（第１項）
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を
受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機
能を有するか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場合に
、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテクス
ト保持情報を含むメッセージを、前記基地局に送信する送信手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置。
（第２項）
　前記受信手段は、報知情報又はランダムアクセスレスポンスに含まれる前記指示情報を
受信する
　ことを特徴とする第１項に記載のユーザ装置。
（第３項）
　前記送信手段は、コンテクスト情報を保持する状態として接続保留状態を有する方式に
おける再開ＩＤを前記コンテクスト保持情報として使用し、当該再開ＩＤを含む接続再開
要求メッセージを前記メッセージとして前記基地局に送信する
　ことを特徴とする第１項又は第２項に記載のユーザ装置。
（第４項）
　前記送信手段は、前記コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを前記基地局に
送信する
　ことを特徴とする第１項又は第２項に記載のユーザ装置。
（第５項）
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置であって、
　前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示す第１コンテ
クスト保持情報を含む接続要求メッセージを、前記基地局に送信する送信手段と、
　前記基地局から受信する接続設定メッセージの中に、前記基地局が前記ユーザ装置に対
応付けられた基地局側コンテクスト情報を保持していることを示す第２コンテクスト保持
情報が含まれているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記接続設定メッセージの中に第２コンテクスト保持情報が含ま
れていると判定される場合に、前記ユーザ装置側コンテクスト情報を利用して、前記基地
局との間で接続を確立する接続手段と
　を備えることを特徴とするユーザ装置。
（第６項）
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地局であって、
　前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記ユーザ装置
に送信する送信手段と、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能
を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
ていることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信す
る受信手段と
　を備えることを特徴とする基地局。
（第７項）
　前記送信手段は、前記指示情報を含む報知情報又はランダムアクセスレスポンスを前記
ユーザ装置に送信する
　ことを特徴とする第６項に記載の基地局。
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（第８項）
　前記受信手段は、前記コンテクスト保持情報を含む接続要求メッセージを前記ユーザ装
置から受信する
　ことを特徴とする第６項又は第７項に記載の基地局。
（第９項）
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記ユーザ装置が実行する接続確立方
法であって、
　前記基地局から、当該基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を
受信する受信ステップと、
　前記受信ステップにより受信した前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保
持機能を有するか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記基地局がコンテクスト保持機能を有すると判定される場
合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持していることを示すコンテ
クスト保持情報を含むメッセージを前記基地局に送信する送信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法。
（第１０項）
　ユーザ装置と基地局のそれぞれに保持されるコンテクスト情報を再利用して接続確立を
行う機能をサポートする移動通信システムにおける前記基地局が実行する接続確立方法で
あって、
　前記基地局がコンテクスト保持機能を有するか否かを示す指示情報を、前記ユーザ装置
に送信する送信ステップと、
　前記ユーザ装置において、前記指示情報に基づき、前記基地局がコンテクスト保持機能
を有すると判定される場合に、前記ユーザ装置がユーザ装置側コンテクスト情報を保持し
ていることを示すコンテクスト保持情報を含むメッセージを、前記ユーザ装置から受信す
る受信ステップと
　を備えることを特徴とする接続確立方法。
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